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ョ
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定
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ョ
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坂

本

清

音

は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
デ
ン
ト
ン
（M

ary Florence D
enton 1857-1947

）
と
言
え
ば
「
世
界
で
一
番
い
い
学
校
は
同
志
社
女
子
部
」
と
言
っ

て
、
こ
よ
な
く
女
子
部
を
愛
し
、
同
志
社
の
女
子
教
育
の
た
め
に
来
日
か
ら
召
天
ま
で
の
六
〇
年
間
を
ま
る
ま
る
捧
げ
た
女
性
宣
教

師
と
評
価
さ
れ
、
正
に
「
女
子
部
の
母
」
と
い
う
称
号
に
相
応
し
い
宣
教
師
で
あ
っ
た
と
、
讃
え
ら
れ
て
き
た
。

全
体
と
し
て
、
こ
の
評
価
に
偽
り
は
な
く
、
最
終
的
に
同
志
社
の
女
子
教
育
の
た
め
に
、
全
身
全
霊
を
捧
げ
た
女
性
で
あ
っ
た
と

い
う
評
価
に
異
論
を
唱
え
る
積
り
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
女
の
来
日
の
動
機
が
日
本
女
性
の
教
育
の
た
め
、
と
特
化
さ
れ
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
や
、
彼
女
の
意
思
と
は
関
係
な
い
状
況
の
変
化
の
た
め
と
は
い
え
、
三
〜
四
年
間
は
、
同
志
社
女
学
校
か

ら
退
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
来
日
当
初
の
一
〇
年
余
（
正
確
に
は
、
彼
女
の
来
日
一
八
八
八

年
九
月
二
六
日（

1
（

か
ら
、
第
一
回
休
暇
の
た
め
、
離
日
す
る
一
九
〇
〇
年
三
月
三
〇
日
ま
で
の
一
一
年
半
）
は
、
ま
だ
ま
だ
居
場
所
の

定
ま
ら
な
い
歳
月
で
あ
っ
た
。
日
本
と
い
う
異
文
化
の
中
で
「
校
長
」
職
に
対
す
る
拘
り
を
巡
っ
て
彼
女
の
心
は
大
き
く
揺
れ
、
時

に
は
宣
教
師
を
止
め
て
本
国
に
帰
ろ
う
と
考
え
た
こ
と
す
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
。



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
三
二

本
論
で
は
、
こ
の
期
間
に
起
っ
た
彼
女
の
心
の
揺
れ
や
周
囲
と
の
軋
轢
を
、
宣
教
師
文
書
を
援
用
し
つ
つ
検
証
し
た
い
。
た
だ
し
、

こ
の
一
一
年
半
に
及
ぶ
、
必
ず
し
も
順
調
で
な
い
生
活
、
予
期
せ
ぬ
紆
余
曲
折
の
体
験
は
、
結
果
的
に
は
、
こ
の
期
間
を
大
変
意
味

深
い
も
の
と
し
、
こ
の
助
走
期
間
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
後
の
デ
ン
ト
ン
の
同
志
社
女
子
部
に
対
す
る
愛
情
（
思
い
入
れ
）
が

深
ま
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
関
連
す
る
書
簡
を
中
心
に
、
そ
の
間
の
経
緯
を
順
を
追
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
な
お
小
論
は
研
究
途
上
で
早
死
に
し

た
日
比
恵
子
の
後
を
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。

［
Ⅰ
］
男
学
校
で
の
体
験

一
、
来
日
ま
で
の
経
緯

ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
が
宣
教
師
と
し
て
来
日
す
る
決
心
を
し
た
の
は
、
ゴ
ー
ド
ン
宣
教
師
（M

arquis Lafayette Gordon 1843-

1900

）
の
勧
め
に
よ
る
こ
と
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た（

（
（

。
デ
ン
ト
ン
が
校
長
を
し
て
い
た
学
校
で
、
ゴ
ー
ド
ン
家
の
子
ど
も
た
ち

が
世
話
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
一
家
と
知
り
合
い
に
な
り
、
夫
妻
か
ら
日
本
の
京
都
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
と
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の

た
め
に
献
身
し
て
い
る
新
島
襄
の
話
を
聞
い
て
、
ぜ
ひ
手
助
け
を
し
た
い
と
希
望
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。（
そ
れ
ま
で
女
学
校

に
着
任
し
た
女
性
宣
教
師
の
内
で
、
新
島
を
助
け
る
た
め
と
い
う
動
機
で
日
本
に
来
た
女
性
宣
教
師
は
デ
ン
ト
ン
だ
け
で
あ
る
）。

そ
れ
に
加
え
て
、
彼
女
が
宣
教
師
に
大
層
向
い
て
い
る
女
性
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
た
ゴ
ー
ド
ン
が
、
デ
ン
ト
ン
来
日
二
年
前
の

一
八
八
六
年
四
月
二
九
日
に
、
早
々
と
デ
ン
ト
ン
推
薦
の
書
簡
を
ボ
ー
ド
本
部
に
送
っ
て
い
た
こ
と
や
、
デ
ン
ト
ン
来
日
前
後
の
事

情
に
関
し
て
は
、
約
一
〇
年
前
に
日
比
恵
子
に
よ
り
検
証
さ
れ
、
発
表
さ
れ
て
い
る（

3
（

。
そ
れ
に
よ
り
、
デ
ン
ト
ン
を
同
志
社
に
招
こ



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
三
三

う
と
し
た
ゴ
ー
ド
ン
も
、
そ
れ
に
応
じ
て
宣
教
師
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
た
デ
ン
ト
ン
も
、
当
初
は
、
同
志
社
で
女
子
教
育
に
特
化

し
た
教
育
に
携
わ
ろ
う
と
の
気
持
ち
も
な
か
っ
た
し
、
ま
た
同
志
社
の
側
で
も
、
そ
の
要
望
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

具
体
的
に
説
明
す
る
と
、
京
都
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
緊
急
の
案
件
と
し
て
女
性
宣
教
師
を
求
め
て
い
た
の
は
、
同
志
社
予
備
校
の
た

め
で
あ
り
、
必
ず
し
も
女
学
校
の
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
予
備
校
と
い
う
の
は
、
一
八
八
五
年
新
島
が
第
二
回
目
の
外
遊
後
に
帰
国

し
た
頃
か
ら
、
同
志
社
へ
の
入
学
希
望
者
が
急
激
に
増
え
、
同
志
社
英
学
校
入
学
が
大
変
難
し
く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
設
置
さ
れ

た
修
業
年
限
一
年
の
学
校
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
後
の
「
同
志
社
尋
常
中
学
校
→
同
志
社
中
学
」
に
繋
が
る
学
校
で
あ
る
。
こ
の
学

校
で
は
、
英
語
の
授
業
が
重
視
さ
れ
た
（
全
授
業
時
間
数
の
1  が
英
語
）
の
で
、
自
ず
か
ら
英
語
を
教
え
る
教
師
の
必
要
が
増
大
し

た
。
一
方
、
男
性
宣
教
師
の
補
填
は
難
し
い
（Circular Letter N

o. （13, Feb. 18
th 1887

）
と
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
女
性
宣
教

師
の
雇
用
が
必
須
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一　

五
一
〇
－
五
一
六
、『
同
志
社
百
年
史
』
資
料
編
一　

二

九
八
－
三
〇
七
参
照
。M

inutes of the 15
th A

nnual M
eeting of the Japan M

ission of the A
BCFM

, held on M
t. 

H
iyeizan, A

ug. 7-（0, 1887

）。

さ
て
、
ゴ
ー
ド
ン
が
最
初
に
デ
ン
ト
ン
を
ボ
ー
ド
に
紹
介
し
て
か
ら
一
年
以
上
の
月
日
が
経
過
し
た
が
、
そ
の
間
も
、
デ
ン
ト
ン

は
女
学
校
で
教
え
る
よ
り
も
男
子
校
の
方
が
向
い
て
い
る
と
考
え
て
い
た
ゴ
ー
ド
ン
は
、
ボ
ー
ド
書
記
の
ク
ラ
ー
ク
（N

athaniel 

George Clark 18（5-1896

）
に
予
備
校
の
人
材
と
し
て
デ
ン
ト
ン
を
確
保
す
る
こ
と
を
促
す
書
簡
を
送
っ
て
い
た
（Gordon to 

Clark, 1887.9.（0

）。

し
か
し
、
こ
れ
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。
実
は
、
派
遣
前
か
ら
、
予
備
校
で
デ
ン
ト
ン
が
教
え
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
彼
女
を
送
り

出
し
て
い
る
ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ボ
ー
ド
が
難
色
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ボ
ー
ド
の
規
則
に
は
、
女
性
宣

教
師
の
役
割
は
異
教
の
国
で
女
性
の
た
め
に
働
く
独
身
女
性
の
支
援
を
す
る
と
い
う
条
項
が
あ
っ
た
（『
来
日
ア
メ
リ
カ
宣
教
師
』
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ョ
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来
日
後
一
〇
年
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の
紆
余
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折
を
経
て
―
三
四

一
二
五
）
か
ら
で
あ
る
が
、
京
都
・
同
志
社
の
事
情
は
切
迫
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ゴ
ー
ド
ン
は
ク
ラ
ー
ク
に
彼
女
を
男
子
校
で
の

職
務
に
就
か
せ
る
し
か
な
い
事
情
を
太
平
洋
ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ボ
ー
ド
に
説
明
を
し
て
欲
し
い
と
依
頼
し
、
妥
協
策
と
し
て
、
少
な
く

と
も
最
初
の
一
年
間
は
男
子
校
で
二
コ
マ
、
女
学
校
で
一
コ
マ
と
い
う
こ
と
で
納
得
し
て
欲
し
い
と
述
べ
て
い
る
。（Gordon to 

Clark 1888.10.（

）

こ
の
こ
と
か
ら
も
デ
ン
ト
ン
の
来
日
目
的
が
日
本
の
女
子
教
育
に
特
化
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

二
、
男
子
生
徒
と
の
対
決

デ
ン
ト
ン
派
遣
の
要
請
は
、
予
備
校
で
の
教
師
不
足
を
補
う
た
め
で
あ
っ
た
が
、
果
た
し
て
彼
女
は
予
備
校
で
教
え
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
疑
問
に
対
し
て
は
同
志
社
英
学
校
のFaculty Record

（FR 173, 187

）
を
見
れ
ば
、
明
確
に
な
る
（『
談
叢
』
二
六　

九
九
－
一
一
〇
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
デ
ン
ト
ン
の
京
都
入
り
は
一
〇
月
八
日
で
あ
っ
た
の
で
、
学
期
途
中
で
は
あ
っ
た
が
、
一
八

八
八
年
秋
学
期
の
途
中
か
ら
と
冬
学
期
は
、
デ
ン
ト
ン
は
予
備
校
で
は
な
く
、
普
通
学
校
第
一
学
年
の
英
語
Ｄ
（
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
担

当
）
と
第
二
学
年
の
英
語
Ｃ
（
ケ
イ
デ
ィ
担
当
）
を
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
一
年
目
最
後
の
春
学
期
に
は
、第
四
学
年
の
「
動
物
学
」

と
第
二
学
年
の
「
英
語
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
（
因
み
に
、デ
ン
ト
ン
が
女
学
校
で
教
え
た
一
コ
マ
は
「
生
理
学
」
で
あ
っ
た
）（Life 

and Light X
IX

 430

）。
来
日
し
て
す
ぐ
の
女
教
師
に
は
、
当
時
す
で
に
二
〇
〇
名
の
定
員
を
有
し
て
い
た
異
国
の
男
生
徒
（
予
備

校
生
）
を
教
え
る
に
は
無
理
が
あ
る
と
、
現
場
の
教
師
た
ち
が
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
配
慮
の
上
で
の
デ
ン
ト
ン
の
配
置
で
あ
っ
た
が
、
期
間
中
に
二
年
生
の
英
語
ク
ラ
ス
の
生
徒
よ
り
担
当
者
変
更
の
要

求
が
一
度
な
ら
ず
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
や
は
り
Ｆ
Ｒ
の
記
録
か
ら
分
か
る
（FR 185, 196

）。
日
比
は
、
そ
れ
が
デ
ン
ト
ン
に

対
す
る
も
の
で
な
い
か
と
推
測
し
、
理
由
と
し
て
当
時
の
日
本
社
会
に
お
け
る
男
尊
女
卑
の
考
え
を
挙
げ
て
い
る
。
筆
者
は
そ
れ
に
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ョ
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三
五

加
え
て
、
こ
れ
ま
で
英
語
教
育
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
っ
た
ケ
イ
デ
ィ
教
授
に
較
べ
て
外
国
人
に
英
語
を
教
え
た
経
験
の
な
い
デ
ン
ト
ン

の
教
授
法
に
も
不
満
が
あ
っ
た
の
で
は
、
と
推
測
す
る
。

さ
ら
に
、
デ
ン
ト
ン
が
英
学
校
を
担
当
し
た
最
後
の
春
学
期
、
四
年
次
の
「
動
物
学
」
の
ク
ラ
ス
で
は
、
実
際
に
熊
本
バ
ン
ド
の

男
子
生
徒
た
ち
が
デ
ン
ト
ン
を
見
く
び
っ
て
怒
ら
せ
た
こ
と
は
、
後
に
な
っ
て
、
浦
口
文
治
（
一
八
七
二
〜
一
九
四
四
：
同
志
社
英

学
校
一
八
九
〇
普
通
科
卒
）
が
述
懐
し
て
い
る
文
章
（『
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
』
六
九
－
七
一
）
か
ら
証
明
で
き
る
。
浦
口
は
「
当
時
、

私
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
の
女
性
教
師
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
嫌
い
だ
っ
た
の
で
す
。
何
故
な
ら
、
日
本
男
子
、
日
本
の
若
者
に
と
っ
て
、

そ
れ
は
甚
だ
不
名
誉
な
こ
と
と
感
じ
た
か
ら
で
し
た
」「
先
生
は
女
学
校
で
教
え
て
い
る
生
徒
た
ち
の
従
順
な
勉
強
態
度
を
私
た
ち

に
話
さ
れ
て
、
注
意
を
促
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
女
生
徒
と
比
較
さ
れ
、
特
に
私
た
ち
を
け
な
そ
う
と
し
て
比
較
さ
れ
る
と
、

日
本
男
子
の
名
誉
を
汚
さ
れ
た
と
感
じ
た
の
で
し
た
」
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
当
時
の
日
本
人
男
生
徒
の
偽
ら
ざ
る
気
持
ち

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
時
代
に
、
小
学
校
教
育
と
は
い
え
男
女
生
徒
を
平
等
に
教
え
て
来
た
デ
ン
ト
ン
に
は
全
く
予
期

せ
ぬ
反
応
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
彼
女
を
面
食
ら
わ
せ
た
異
文
化
体
験
の
第
一
歩
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
年
間
男
子
生
徒
を
教
え

て
後
の
、
ク
ラ
ー
ク
宛
書
簡
の
中
で
、「
日
本
人
学
生
は
ア
メ
リ
カ
人
と
は
考
え
方
が
全
く
違
っ
て
い
ま
す
の
で
、
私
の
経
験
は
邪

魔
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
」（D

enton to Clark 1889.6.1（

）
と
訴
え
、
日
本
人
と
い
う
難
し
い
国
民
性
の
理
解
に
苦
し
ん
で
い
る
デ

ン
ト
ン
の
姿
を
如
実
に
映
し
出
し
て
い
る
。

三
、
男
子
校
と
女
学
校
の
差

次
に
デ
ン
ト
ン
が
直
視
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
英
学
校
と
女
学
校
と
の
設
備
面
で
の
差
で
あ
っ
た
。



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
三
六

一
八
七
六
年
に
ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ボ
ー
ド
が
ア
メ
リ
カ
独
立
百
周
年
を
記
念
し
て
募
金
を
し
た
六
〇
〇
〇
ド
ル
が
、
ち
ょ
う
ど
京
都

で
も
女
学
校
創
立
の
動
き
が
出
始
め
た
時
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
額
が
京
都
ホ
ー
ム
の
た
め
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
幸

運
で
あ
っ
た
。
そ
の
基
金
を
基
に
、
一
八
七
八
年
に
二
条
邸
跡
に
建
っ
た
女
学
校
最
初
の
校
舎
は
、
前
方
に
御
所
、
後
方
に
相
国
寺

を
控
え
た
広
大
な
敷
地
に
立
つ
和
洋
折
衷
の
立
派
な
建
物
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
京
都
に
は
地
元
の
み
な
ら
ず
京
都
近
郊
で
評
判
の
、
由
緒
あ
る
「
京
都
女
学
校
」（
一
八
七
二
年
創
立
「
新
英
学
校
及

女
紅
場
」
の
後
身
）
が
す
で
に
存
在
し
、
か
つ
同
志
社
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
女
学
校
で
あ
っ
た
の
で
、
入
学
希
望
者
は
一
向
に
増
え

ず
、
校
舎
新
築
の
初
年
度
は
、
四
五
名
収
容
で
き
る
校
舎
の
中
に
在
学
し
て
い
る
生
徒
は
僅
か
二
〇
名
前
後
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
、

一
八
八
二
年
に
第
一
回
卒
業
生
五
名
を
出
す
が
、
一
八
九
三
年
ま
で
は
、
毎
回
一
桁
、
時
に
は
ゼ
ロ
の
と
き
も
あ
っ
た
ほ
ど
に
卒
業

生
は
少
な
く
、
在
校
生
も
全
員
で
三
〇
名
前
後
の
小
さ
な
女
学
校
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
生
徒
数
が
一
挙
に
増
加
し
て
一
〇
〇
名
を
越

す
の
は
、
い
わ
ゆ
る
鹿
鳴
館
時
代
（
一
八
八
三
〜
八
七
）
を
経
て
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
い
う
状
況
で
あ
る
か
ら
、
英
学
校
に
較
べ
て
女
学
校
の
経
営
基
盤
は
極
め
て
脆
く
、
設
備
の
面
で
も
遥
か
に
劣
っ
て
い
た
。

同
志
社
の
場
合
、
英
学
校
と
女
学
校
の
距
離
的
近
さ
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、「
創
立
時
か
ら
規
模
に
お
い
て
同
志
社
英
学
校
は
女
学

校
を
は
る
か
に
凌
い
で
い
た
の
で
、た
と
え
ば
、礼
拝
堂
、化
学
実
験
室
等
女
学
校
独
自
の
設
備
と
し
て
は
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
建
物
を
共
用
で
き
た
こ
と
」（『
同
志
社
女
子
大
学
一
二
五
年
』
三
四
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ
は
、
ど
れ
ほ
ど

の
自
由
度
を
持
っ
て
実
行
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
再
び
日
比
の
検
証
の
結
果
を
見
る
と
、
女
学
校
生
が
男
学
校
の
施
設
お
よ

び
備
品
を
借
用
で
き
た
六
例
が
挙
が
っ
て
い
る
（FR 153/156/190/（04/（07/（47

お
よ
び
『
談
叢
』
二
九　

一
三
八
－
一
四
〇
）。

何
れ
の
場
合
も
使
用
の
可
否
は
、
同
志
社
英
学
校
教
員
会
議
の
議
決
を
経
て
、
と
い
う
手
続
き
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
も
六
例
目
の
、
女
学
校
生
に
下
村
〔
孝
太
郎
〕（
一
八
六
一
〜
一
九
三
七
）
の
授
業
聴
講
を
認
め
る
に
際
し
て
は
、
か
な
り
の
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ョ
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紆
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経
て
―
三
七

条
件
付
き
（
日
本
の
法
律
に
違
反
し
な
い
こ
と
、
あ
く
ま
で
も
聴
講
生
と
い
う
身
分
）
で
あ
っ
た
。

第
六
例
に
関
し
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
行
こ
う
。
デ
ン
ト
ン
は
ハ
リ
ス
（Jonathan N

. H
arris 1815-1896

）
宛
書
簡
の

な
か
で
、
先
ず
、
今
回
同
志
社
に
寄
贈
頂
い
た
莫
大
な
寄
付
に
対
す
る
感
謝
を
述
べ
、
女
学
生
も
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
幸
せ
を

報
告
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
デ
ン
ト
ン
が
直
接
に
ハ
リ
ス
に
手
紙
を
送
る
理
由
で
あ
る
の
だ
が
、
現
況
は
女
学
校
が
英
学
校
に
較

べ
て
資
金
も
乏
し
く
、
設
備
も
き
わ
め
て
貧
弱
な
た
め
、
理
科
の
授
業
が
甚
だ
不
如
意
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
そ
の
よ
う
な
折
も

折
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
建
設
計
画
に
よ
っ
て
女
学
生
に
も
与
え
ら
れ
た
幸
運
を
特
筆
し
て
報
告
し
て
い
る
。
彼
女
自
身
、
完
成
間

近
の
新
館
を
実
に
羨
ま
し
く
見
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
共
学
禁
止
の
法
の
下
で
、
女
学
校
生
は
そ
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
諦
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
洋
行
帰
り
の
下
村
氏
の
、
寛
大
な
法
解
釈
の
お
か
げ
で
、
こ
の
新
館
の
見
え
る
校
舎（

4
（

で
下
村
先
生
の

授
業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
夢
の
よ
う
な
現
実
を
語
り
、
生
徒
が
嬉
々
と
し
て
授
業
に
参
加
し
て
い
る
状
況
を
実
に
リ
ア
ル

に
語
っ
て
い
る
（D

enton to H
arris 1890.5.（
）。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
授
業
も
、
英
学
校
生
と
同
じ
教
科
書
を
使
う
と
い
う
の
が
条
件
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
女
子
生
徒
の
知
力

が
男
子
生
徒
よ
り
も
劣
っ
て
い
る
と
い
う
侮
蔑
的
理
由
で
、
暫
く
の
間（

5
（

だ
け
で
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
と
ホ
ワ
イ
ト
（Florence 

W
hite 1846-1931

）「
校
長
」
は
怒
り
と
共
に
ク
ラ
ー
ク
に
報
告
し
て
い
る
（W

hite to Clark 1890.5.（9

）。
そ
の
顛
末
を
巡
っ

て
の
デ
ン
ト
ン
の
書
簡
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
出
来
事
を
通
し
て
男
女
の
不
平
等
を
体
験
し
た
デ
ン
ト
ン
の
口
惜
し
さ
が
想

像
で
き
る
。
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ョ
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来
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［
Ⅱ
］
自
身
へ
の
失
望

前
項
で
は
、
主
と
し
て
異
教
の
国
、
日
本
国
内
で
遭
遇
し
た
男
女
差
別
に
対
す
る
デ
ン
ト
ン
の
違
和
感
を
追
っ
た
が
、
実
は
、
他

者
な
ら
ぬ
デ
ン
ト
ン
自
身
が
、
派
遣
宣
教
師
と
し
て
異
国
で
暮
ら
す
際
に
必
要
だ
っ
た
要
件
は
十
分
に
充
た
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。

一
、「
日
本
語
は
絶
対
に
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
」

デ
ン
ト
ン
の
日
本
語
の
下
手
さ
は
、
終
生
に
わ
た
っ
て
語
り
草
と
な
っ
て
い
る
。「
リ
ン
ゴ
の
着
物
、
サ
ヨ
ナ
ラ
下
さ
い
」「
鶏
の

お
子
さ
ん
、
割
り
ま
す
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ン
ト
ン
語
録
が
笑
い
草
と
共
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
長
年
の
歳

月
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
到
着
後
、
ど
の
宣
教
師
に
も
課
さ
れ
た
タ
ス
ク
は
伝
道
に
必
要
な
日
本
語
の
習
得
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
デ
ン
ト
ン
の
場
合
、

も
と
も
と
苦
手
な
日
本
語
習
得
に
加
え
て
、
日
本
語
学
習
の
前
に
出
会
っ
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
日
本
文
化
が
障
害
に
な
っ
た
と
言
え
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
横
浜
に
着
い
た
直
後
、
神
戸
に
行
く
船
の
都
合
で
一
週
間
余（

6
（

東
京
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
の
経
験
で

あ
る
。
デ
ン
ト
ン
は
横
浜
で
グ
リ
ー
ン
博
士
（D

aniel C. Greene 1843-1913

）
の
妹
、
ル
ー
ミ
ス
夫
人
（M

rs. H
enry 

Loom
is

）
と
会
っ
た
後
、
東
京
に
出
て
、
パ
サ
デ
ナ
時
代
か
ら
知
り
合
い
で
あ
っ
た
ス
ト
レ
イ
ト
夫
人
（M

rs. H
enry Straight

）

宅
（
東
京
高
等
女
子
師
範
学
校
構
内
の
社
宅
）
に
滞
在
し
た
。

そ
の
最
初
の
夜
に
、
デ
ン
ト
ン
は
ス
ト
レ
イ
ト
夫
人
と
共
に
、
東
京
大
学
哲
学
教
授
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
ー
サ
（Ernest 

Francisco Fenollosa 1835-1908

）
か
ら
夕
食
の
招
待
を
受
け
た
。
教
授
と
夫
人
は
日
本
の
古
典
芸
術
だ
け
で
な
く
、
版
画
に
関



ミ
ス・デ
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三
九

し
て
の
興
味
も
共
通
の
間
柄
で
あ
り
、
そ
の
夜
は
遅
く
ま
で
、
デ
ン
ト
ン
も
フ
ェ
ノ
ロ
ー
サ
家
で
収
集
さ
れ
て
い
た
東
洋
の
文
物
を

鑑
賞
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

そ
れ
は
、
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
の
東
洋
美
術
と
の
幸
せ
な
遭
遇
で
あ
り
、
開
眼
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
デ
ン
ト
ン
は
ア
メ
リ
カ
に
い
た

と
き
に
は
想
像
も
し
な
か
っ
た
、
高
度
の
日
本
文
化
に
対
す
る
敬
意
を
直
感
的
に
抱
い
た
の
で
あ
る
（『
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
』
二
九
）。

そ
の
折
の
、
あ
ま
り
に
も
高
度
な
日
本
文
化
と
の
出
会
い
、
そ
れ
を
理
解
出
来
た
デ
ン
ト
ン
自
身
と
、
そ
の
高
さ
に
到
達
す
る
た
め

の
日
本
語
学
習
と
の
膨
大
な
へ
だ
た
り
の
た
め
に
、
初
歩
的
な
日
本
語
学
習
の
現
場
で
デ
ン
ト
ン
自
身
が
感
じ
た
焦
り
と
挫
折
感
は

強
大
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
そ
の
裏
返
し
の
結
果
が
、
も
と
も
と
不
得
手
で
あ
っ
た
日
本
語
学
習
に
際
す
る
絶
望
を
増
幅
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

来
日
直
後
、
日
本
語
学
習
を
開
始
し
た
時
の
苦
手
意
識
が
相
当
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
言
葉
が
何
通
か
の
書
簡
の
中
に
出

て
い
る
。
先
ず
来
日
一
ヶ
月
く
ら
い
後
の
第
二
信
で
、

大
体
、
任
地
で
、
新
し
い
言
語
を
習
得
す
る
最
初
の
一
年
は
自
信
を
な
く
す
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
語
と
い
う
複

雑
で
難
解
な
言
語
に
は
心
が
折
れ
て
し
ま
い
ま
す
。（D

enton to Clark 1888.11.14

）（
太
字
坂
本
。
以
下
引
用
書
簡
中
の
太

字
は
全
て
坂
本
で
あ
る
）

と
大
変
さ
に
消
沈
し
て
い
る
さ
ま
を
告
白
し
、
さ
ら
に
七
カ
月
後
に
は
、

私
の
よ
う
に
、
語
学
を
不
得
意
と
す
る
も
の
は
、
日
本
語
の
よ
う
な
難
し
い
言
語
に
挑
戦
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。（
中
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ョ
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て
―
四
〇

略
）
日
本
語
は
絶
対
に
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
。（D

enton to Clark 1889.6.1（

）

と
断
言
さ
え
し
て
い
る
。

デ
ン
ト
ン
が
周
り
で
日
本
語
を
見
事
に
操
り
な
が
ら
伝
道
に
励
ん
で
い
る
同
僚
の
宣
教
師
を
見
て
、
自
分
も
早
く
役
に
立
ち
た
い

の
に
、
そ
れ
が
で
き
な
い
苛
立
ち
に
相
当
悩
ま
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

そ
の
結
果
、
同
じ
書
簡
の
な
か
で
、
ボ
ー
ド
の
ク
ラ
ー
ク
に
提
言
し
て
「
来
日
す
る
女
性
宣
教
師
の
た
め
に
日
本
語
の
読
本
を
四

冊
送
る
か
ら
、
出
国
前
の
彼
女
た
ち
に
持
た
せ
、
船
中
で
協
力
し
て
く
れ
そ
う
な
日
本
人
を
探
し
て
、
数
の
数
え
方
を
覚
え
た
り
仮

名
く
ら
い
は
学
ん
で
、
船
上
の
退
屈
な
時
間
を
紛
わ
せ
る
」
べ
き
、
と
言
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
個
室
に
こ
も
っ
て
過
し
た
彼
女
の

二
週
間
半
の
船
上
生
活
（D

enton to Clark 1888.10.（（

）
が
、
も
し
着
任
前
の
準
備
期
間
と
位
置
付
け
ら
れ
日
本
語
習
得
に
励
む

と
い
う
目
標
が
あ
っ
た
な
ら
、
少
し
は
過
ご
し
易
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
初
め
て
訪
れ
る
東
洋
の
日
本
で
の
任
務
に
対
す
る

不
安
も
、
少
し
は
解
消
で
き
た
の
で
な
い
か
と
想
像
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

二
、
聖
書
の
勉
強
不
足

日
本
語
学
習
に
自
信
を
持
て
な
か
っ
た
デ
ン
ト
ン
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
の
は
、
聖
書
の
知
識
の
不
足
で
あ
っ
た
。
当
時
女
性
宣

教
師
に
許
さ
れ
て
い
た
の
は
、
教
育
、
直
接
伝
道
、
医
療
の
仕
事
で
あ
り
、
男
性
宣
教
師
の
よ
う
に
、
牧
師
と
な
っ
て
教
会
を
設
立

し
た
り
、
聖
書
翻
訳
に
携
わ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
出
国
前
に
聖
書
や
神
学
の
勉
強
を
す
る
事
は
必
要
条
件
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
、
来
日
八
カ
月
後
の
意
外
な
機
会
に
、
デ
ン
ト
ン
の
前
に
後
悔
と
な
っ
て
立
ち
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
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ョ
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て
―
四
一

異
教
的
な
も
の
を
我
慢
す
る
助
け
を
た
っ
た
今
一
つ
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
昨
夜
、
イ
ザ
ヤ
書
一
一
章
を
勉
強
し
て
い
た
時

で
し
た

と
唐
突
に
書
き
始
め
ら
れ
た
書
簡
（D

enton to Clark 1889.6.1（

）
の
中
で
、「
火
曜
の
午
後
七
時
か
ら
八
時
の
間
に
、
三
人
の
別

課
神
学
生
が
デ
ン
ト
ン
の
部
屋
に
聖
書
の
勉
強
に
」
来
た
時
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
別
課
神
学
科
と
は
、
同
志
社
の
神
学
科
の
余

科
で
神
学
教
育
を
受
け
た
卒
業
生
と
は
別
に
、
伝
道
者
を
短
期
で
育
成
す
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
た
学
課
で
あ
っ
た
。

一
八
八
七
年
に
「
基
督
教
ノ
教
師
ヲ
養
成
ス
ル
為
メ
邦
語
ヲ
以
テ
神
学
ヲ
授
ク
」（『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一　

一
三
〇
）
た
め

に
設
置
さ
れ
た
速
成
神
学
科
の
後
を
継
ぐ
課
程
で
あ
り
、
入
学
以
前
に
す
で
に
社
会
経
験
の
あ
る
学
生
が
多
か
っ
た
。
デ
ン
ト
ン
は
、

こ
の
別
課
神
学
生
た
ち
と
聖
書
研
究
会
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
イ
ザ
ヤ
書
を
読
ん
で
い
た
時
に
、｢

イ
ザ
ヤ
の
素
晴
ら
し
い

予
言
に
、
あ
ま
り
に
も
素
直
に
大
き
な
喜
び
と
興
味
を
示
し
た｣

若
者
た
ち
に
対
し
て
、
デ
ン
ト
ン
は
驚
喜
し
、
さ
ら
に
詳
し
く
聖

書
の
奥
義
を
解
説
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
別
課
神
学
生
の
よ
う
に
伝
道
の
即
戦
力
と
な
る
た
め
に
神
学
を
専
門
的
に

学
ぼ
う
と
す
る
学
生
と
の
学
習
に
お
い
て
は
、
本
国
で
は
か
な
り
聖
書
に
通
じ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
た
彼
女
の
知
識
程
度
で
は
、

力
不
足
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
彼
女
の
日
本
語
能
力
の
問
題
と
い
う
よ
り
は
、
語
る
べ
き
内
容
の
こ
と
で
、
自
分
に
失
望
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
半
分
ユ
ー
モ
ア
、
半
分
惨
め
さ
を
交
え
て
、｢
あ
ら
ゆ
る
知
恵
を
持
つ
ソ
ロ
モ
ン
で
さ
え
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
と
辞
書
を
探
さ
な
い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
う
に｣

と
、
自
ら
の
知
識
の
不
十
分
さ
を
語
り
、
も
っ
と
多
く
の
聖
書
の
補
助
教
材
、

簡
略
版
で
な
い
辞
書
、
百
科
事
典
、
そ
し
て
教
科
書
が
必
要
だ
と
声
を
挙
げ
て
い
る
。
デ
ン
ト
ン
は
聖
書
に
関
す
る
自
分
の
実
力
の

な
さ
に
気
付
き
、｢

ア
メ
リ
カ
時
代
数
ヶ
月
で
も
何
処
か
の
聖
書
学
校
に
行
っ
て
お
い
た
ら
よ
か
っ
た
の
に｣

と
勉
強
不
足
を
悔
い

る
の
で
あ
る
。
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三
、
高
等
教
育
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

さ
ら
に
、
デ
ン
ト
ン
は
自
分
が
高
等
教
育
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
気
に
し
始
め
る
。
い
わ
ゆ
る
一
八
七
〇
年
代
に
宣
教
師
志
願

を
す
る
女
性
と
違
っ
て
、
こ
の
時
期
に
来
日
す
る
女
性
宣
教
師
の
多
く
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
女
子
高
等
教
育
の
進
歩
と
共
に
、

女
子
高
等
教
育
機
関
を
卒
業
し
て
か
ら
来
日
し
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
、
デ
ン
ト
ン
が
幼
年
時
代
を
過
ご
し
た
の
が
西
部
で
あ
っ
た
こ
と
、
家
が
貧
し
か
っ
た
の
で
、
家
庭
教
師
を
し
た
り
、

途
中
で
学
校
を
中
退
し
て
働
く
な
ど
し
て
学
資
を
貯
め
な
が
ら
、
学
び
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

専
門
学
校
ど
ま
り
で
あ
っ
た
（
最
終
卒
業
校
は
、
ポ
ス
ト
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
エ
ー
ト
・
ス
ク
ー
ル
）。
来
日
前
は
、
小
学
校
の
校
長
を

し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
資
格
試
験
に
は
合
格
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
大
学
卒
の
学
び
の
内
容

と
は
異
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
女
学
校
で
様
々
な
科
目
を
教
え
る
に
あ
た
っ
て
、
マ
ウ
ン
ト
ホ
リ
オ
ク
、
ス
ミ
ス
、
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
、
ブ
リ
ン
モ
ア
な
ど

の
女
子
大
学
で
学
ん
だ
後
に
、
宣
教
師
と
し
て
赴
任
す
る
女
性
宣
教
師
た
ち
ほ
ど
の
専
門
的
、
か
つ
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
教
養
が
身

に
つ
い
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
後
々
ま
で
も
デ
ン
ト
ン
の
教
え
る
科
目
の
制
限
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
長
年
に
わ
た
る
同
志

社
女
学
校
の
教
師
生
活
の
中
で
彼
女
が
受
け
持
っ
た
科
目
は
、
最
初
の
内
の
初
等
教
育
の
場
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
教
科
を
教
え
た
が
、

最
終
的
に
は
料
理
と
聖
書
と
英
語
に
集
約
さ
れ
、
し
か
も
英
語
の
授
業
で
は
、
基
礎
的
な
ペ
ン
習
字
や
週
一
回
提
出
の
レ
タ
ー
・
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
や
、
人
前
で
話
す
独
立
話
の
訓
練
に
終
始
し
て
、
い
わ
ゆ
る
英
文
学
関
連
の
講
義
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
代
わ
り
に
、
デ
ン
ト
ン
は
生
徒
の
生
活
面
で
の
指
導
、
例
え
ば
、
強
引
と
も
い
え
る
や
り
方
で
、
生
徒
を
礼
拝
に
出
席
さ
せ

る
な
ど
の
熱
意
と
行
動
力
で
補
い
、
彼
女
自
身
の
生
活
態
度
で
無
言
の
う
ち
に
示
し
た
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
人
格
教
育
の
実

践
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
に
は
生
涯
に
わ
た
る
感
化
を
与
え
た
の
で
は
あ
る
が
。
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［
Ⅲ
］
デ
ン
ト
ン
の
大
き
な
挫
折

一
、「
校
長
」
職
に
対
す
る
懼
れ

デ
ン
ト
ン
が
女
学
校
の
専
任
と
な
り
、
寮
に
住
み
込
ん
で
女
生
徒
と
共
に
毎
日
を
過
ご
す
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
八
八
九
年
の
秋

学
期
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
当
時
の
女
学
校
は
、
一
八
八
八
年
二
月
に
、
デ
ン
ト
ン
同
様
、
同
志
社
の
予
備
校
で
教
え
る
予
定
で
来
日
し
て
い
た
ホ
ワ
イ

ト
が
、
同
年
九
月
か
ら
「
校
長
」
の
職
に
就
き
、
彼
女
の
下
で
運
営
さ
れ
て
い
た
。
前
任
の
ク
ラ
ー
ク
ソ
ン
（V

irginia A
. 

Clarkson 1850-1940

）「
校
長
」
が
、
急
に
英
学
校
教
師
で
あ
っ
た
ケ
イ
デ
ィ
ー
（Chauncey M

. Cady 1854-19（5

）
と
結
婚

退
職
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
の
措
置
で
あ
っ
た
が
、
ホ
ワ
イ
ト
は
来
日
前
に
ミ
ル
ズ
・
フ
ィ
メ
ー
ル
・
セ
ミ
ナ
リ
ー
で
教
え
て

い
た
経
験
も
あ
る
の
で
、
周
囲
も
本
人
も
納
得
の
人
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
女
学
校
に
フ
ル
タ
イ
ム
の
教
師
と
し
て
在
籍
し

て
い
た
の
は
、
彼
女
の
他
に
は
、
音
楽
専
門
の
ウ
ェ
ン
ラ
イ
ト
（M

ary E. W
ainw

right 186（-1918

）
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
ホ

ワ
イ
ト
は
し
き
り
に
ボ
ー
ド
本
部
に
教
師
の
補
充
を
訴
え
て
い
た
。
従
っ
て
、
男
子
生
徒
と
の
折
り
合
い
の
悪
か
っ
た
デ
ン
ト
ン
が
、

男
子
校
か
ら
手
を
引
い
て
、
女
学
校
専
任
の
教
師
に
な
る
こ
と
は
、
女
学
校
に
と
っ
て
も
、
女
性
宣
教
師
を
支
援
し
て
い
る
ウ
ー
マ

ン
ズ
・
ボ
ー
ド
に
と
っ
て
も
、
好
都
合
な
配
置
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
男
学
校
で
教
え
た
経
験
か
ら
、
デ
ン
ト
ン
に
は
、
男
尊
女
卑
の
思
想
の
下
、
特
に
女
性
の
人
格
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
日

本
の
社
会
の
中
で
、
そ
の
よ
う
な
異
文
化
理
解
が
出
来
な
い
ま
ま
、
女
性
が
責
任
あ
る
地
位
に
着
く
こ
と
の
大
変
さ
・
怖
さ
は
十
分

に
予
測
が
で
き
て
い
た
。

一
八
九
〇
年
五
月
五
日
の
ク
ラ
ー
ク
宛
書
簡
の
な
か
で
、
デ
ン
ト
ン
は
書
い
て
い
る
。
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私
は
最
善
を
尽
く
し
て
ホ
ワ
イ
ト
「
校
長
」
を
助
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
方
面
で
の
私
の
経
験
不
足
の
せ
い
で
、
あ

ま
り
役
に
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
リ
チ
ャ
ー
ズ
さ
ん
や
ホ
ワ
イ
ト
さ
ん
の
よ
う
な
新
人
宣
教
師
を
責
任
あ
る
地
位
に
付
け
る
の
は

大
き
な
間
違
い
で
す
し
、
二
人
が
こ
の
点
で
犠
牲
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
と
て
も
悲
し
い
の
で
す
。
周
り
の
宣
教
師
の
方

た
ち
の
多
く
は
私
が
義
務
を
逃
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
仕
事
の
持
つ
眞
の
価
値
を
慮
る
あ
ま
り
に
、
こ
の
独

特
の
文
化
を
持
つ
国
民
の
こ
と
を
十
分
に
知
る
ま
で
は
、
自
ら
責
任
を
引
き
受
け
る
の
は
待
と
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
の
で

す
。

デ
ン
ト
ン
が
来
日
前
に
、
パ
サ
デ
ナ
で
小
学
校
の
校
長
を
し
て
お
り
、
そ
の
責
務
を
十
分
に
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
、
彼
女
を
推
薦

し
た
ゴ
ー
ド
ン
の
書
簡
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、彼
女
は
「
こ
の
方
面
の
経
験
不
足
の
せ
い
で
、あ
ま
り
役
に
立
っ

て
い
な
い
」
と
言
い
、「
こ
の
独
特
の
文
化
を
持
つ
国
民
の
こ
と
を
十
分
に
知
る
ま
で
は
」
責
任
あ
る
地
位
に
就
く
こ
と
は
控
え
た
い
、

と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
六
〇
年
間
ず
っ
と
日
本
社
会
に
住
み
、
あ
る
意
味
、
日
本
人
以
上
に
日
本
人
に
な
っ
た
と

評
さ
れ
る
デ
ン
ト
ン
の
言
葉
と
し
て
は
、
大
変
意
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
来
日
し
て
す
ぐ
に
責
任
者
と
な
っ
た
二

人 

―
看
病
婦
学
校
長
と
な
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ズ
（M

elinda A
. J. Richards 1841-1930

）
と
同
志
社
女
学
校
「
校
長
」
と
な
っ
た

ホ
ワ
イ
ト
― 

は
、
共
に
精
神
的
ス
ト
レ
ス
か
ら
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
し
、
仕
事
半
ば
で
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
を
思
う
と
、

デ
ン
ト
ン
の
懼
れ
は
的
を
得
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

デ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
、
着
任
後
の
一
年
間
、
男
尊
女
卑
の
思
想
に
固
ま
っ
た
日
本
男
児
と
出
会
い
、
格
闘
し
た
こ
と
は
、
決
し
て

無
駄
な
苦
労
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
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二
、
ホ
ワ
イ
ト
「
校
長
」
の
大
病
を
巡
っ
て

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ホ
ワ
イ
ト
は
来
日
後
、
半
年
も
し
な
い
で
女
学
校
の
「
校
長
」
職
に
就
い
た
の
で
あ
る
が
、
女
学
校
生

徒
と
の
出
会
い
は
期
待
以
上
で
あ
り
、
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
（『
女
性
宣
教
師
「
校
長
」
時
代
の
同
志
社
女
学
校
（
一
八
七
六
－

一
八
九
三
）』
下
巻　

二
八
－
二
九
）。
学
校
の
経
営
権
を
巡
っ
て
「
大
変
難
し
い
所
」
と
評
判
で
あ
っ
た
同
志
社
女
学
校
も
、
最
初

の
女
性
宣
教
師
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
（A

lice J. Starkw
eather 1849-?

）
以
来
一
〇
年
余
の
キ
リ
ス
ト
教
女
子
教
育
が
少
し
ず
つ

実
を
結
び
、
生
徒
た
ち
は
順
調
に
成
長
し
、
か
つ
日
本
女
性
の
洗
練
と
上
品
さ
、
つ
つ
し
み
深
さ
を
身
に
付
け
て
い
た
。

こ
の
国
の
文
化
や
芸
術
の
進
歩
を
み
る
と
き
に
、
私
に
は
日
本
人
が
「
異
教
徒
・
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
と
は
到
底
思
え
ま
せ
ん
。

確
か
に
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
非
文
明
人
」
で
は
な
い
の
で
す
。（W

hite to Clark 1888.10.30

）

と
、
日
本
の
文
化
、
日
本
女
性
を
讃
え
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
宗
教
教
育
に
力
を
入
れ
る
一
方
で
、
同
志
社
女
学
校
を
女
子
の
高
等
教

育
の
場
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
考
案
す
る
な
ど
、
前
途
洋
々
に
見
え
た
。

し
か
し
、
彼
女
の
目
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
の
は
、
女
性
の
自
立
を
妨
げ
る
、
日
本
古
来
の
男
尊
女
卑
の
考
え
方
で
あ
り
、
教
員

会
議
で
の
、
彼
女
の
「
校
長
」
と
し
て
の
発
言
を
尊
重
し
な
い
男
性
教
師
た
ち
の
姿
勢
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ハ
リ
ス
理
化
学
校
設
立

時
の
下
村
孝
太
郎
教
授
の
善
意
と
は
別
に
、
女
学
校
生
の
知
性
は
劣
等
で
あ
る
と
し
て
女
生
徒
の
聴
講
が
中
止
さ
れ
た
こ
と
、
学
園

同
志
社
内
で
、
女
学
校
は
男
学
校
の
ア
ネ
ッ
ク
ス
で
い
い
と
み
な
す
風
潮
等
の
ス
ト
レ
ス
の
た
め
に
、
と
う
と
う
身
体
を
壊
し
、
強

度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
患
う
結
果
に
な
っ
た（

7
（

。

ホ
ワ
イ
ト
は
来
日
時
の
年
齢
が
四
三
歳
と
い
う
高
齢
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
症
状
は
医
師
で
な
け
れ
ば
到
底
処
置
す
る
こ



ミ
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ミ
ッ
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ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
四
六

と
の
で
き
な
い
痙
攣
や
引
き
付
け
を
起
こ
し
、
六
週
間
に
及
ぶ
闘
病
生
活
の
末
に
、
左
半
身
に
麻
痺
を
残
し
た
ま
ま
一
八
九
一
年
六

月
に
急
遽
帰
国
す
る
と
い
う
結
末
を
迎
え
た
。
デ
ン
ト
ン
の
懸
念
し
た
日
本
と
い
う
土
壌
の
中
で
の
「
校
長
」
職
に
就
い
た
女
性
へ

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
の
、
実
質
は
六
週
間
だ
が
、
予
後
を
含
め
て
半
年
近
く
の
間
、
デ
ン
ト
ン
は
教
え
る
こ
と
と
ホ
ワ
イ
ト
「
校
長
」
の
看
病
を
、

同
僚
の
ウ
ェ
ン
ラ
イ
ト
と
共
に
や
り
遂
げ
た
結
果
、
女
学
校
内
で
の
デ
ン
ト
ン
の
評
価
は
高
ま
り
、
か
つ
自
ら
に
対
す
る
自
信
が
生

ま
れ
た
に
違
い
な
い
。
同
じ
ホ
ー
ム
内
で
、
ホ
ワ
イ
ト
「
校
長
」
の
過
酷
な
病
状
を
見
聞
す
る
こ
と
に
な
っ
た
女
学
校
の
日
本
人
教

師
た
ち
も
生
徒
も
一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
、
最
終
的
に
は
結
束
感
、
繋
が
り
を
強
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
女
生
徒
に
関
し
て
、

デ
ン
ト
ン
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

女
生
徒
た
ち
は
大
き
な
慰
め
で
し
た 

―
看
病
の
手
伝
い
を
し
た
が
り
、
ひ
た
す
ら
祈
り
、
と
て
も
穏
や
か
で
、
我
慢
強
く
し

て
い
て
く
れ
ま
し
た
― 

す
ば
ら
し
い
生
徒
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
と
て
も
信
頼
で
き
る
働
き
を
し
て
く
れ
、聡
明
で
、

熱
心
で
、
信
仰
深
い
の
で
、
私
自
身
の
弱
さ
を
思
う
と
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。
こ
の
病
気
に
纏
わ
る
全
て
を
通
し
て
、
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
と
し
て
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
神
の
助
け
を
ず
っ
と
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。（D

enton to Clark 

1891.（.（1

）

デ
ン
ト
ン
は
こ
の
間
、「
校
長
」
の
代
役
も
含
め
て
、
こ
の
急
場
を
乗
り
越
え
た
こ
と
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
警
戒
し
て
い
た
日
本

と
い
う
土
壌
に
も
少
し
ず
つ
馴
染
み
、
日
本
人
の
中
で
働
く
自
信
、
一
体
感
を
味
わ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
本

人
は
意
識
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
肉
体
的
疲
労
も
極
度
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
四
七

そ
こ
に
舞
い
込
ん
だ
の
が
、
仙
台
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
い
て
い
た
宣
教
師
マ
イ
ヤ
ー
（M

athilde H
. M

eyer 185（-19（7

）
の
、

ホ
ワ
イ
ト
「
校
長
」
後
任
の
人
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
事
は
マ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
も
、
デ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
も
全
く
予
期
せ
ぬ
こ
と

で
あ
っ
た
。

三
、
デ
ン
ト
ン
の
乱
心

（
一
）
マ
イ
ヤ
ー
「
校
長
」
の
招
聘

デ
ン
ト
ン
が
日
本
の
社
会
の
中
で
、
女
性
が
責
任
あ
る
地
位
に
着
く
こ
と
に
慎
重
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
し
か
し
、
ホ
ワ

イ
ト
「
校
長
」
大
病
事
件
後
の
デ
ン
ト
ン
の
「
校
長
」
職
に
対
す
る
思
い
は
、
か
な
り
違
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
自
分
が

「
校
長
」
職
に
不
適
任
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、
も
は
や
我
慢
の
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
位
な
ら
、
も
う
宣
教
師
を
止
め
て

本
国
に
帰
り
た
い
と
断
言
す
る
ま
で
に
変
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
経
緯
を
述
べ
る
。

ホ
ワ
イ
ト
「
校
長
」
の
後
任
と
し
て
、
京
都
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
指
名
さ
れ
招
聘
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
マ
イ
ヤ
ー
と
は
如
何

な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
。
彼
女
は
本
来
、
専
門
的
な
語
学
教
師
（
ア
メ
リ
カ
で
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
に

留
学
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
を
学
び
、
帰
国
後
は
本
国
で
八
年
間
、
ド
イ
ツ
語
と
古
典
語
の
教
師
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ

カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
に
応
募
し
て
一
八
八
七
年
一
〇
月
に
来
日
し
、
東
華
学
校（

8
（

で
英
語
・
ド
イ
ツ
語
を
教
え
て
い
た
。
彼
女
の
計

画
は
、
日
本
（
仙
台
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
で
五
年
間
働
い
た
後
、
一
年
間
の
休
暇
を
取
っ
て
将
来
の
こ
と
は
改
め
て
考
え
る
、
で
あ
り
、

一
八
九
一
年
度
と
い
う
年
は
、
い
よ
い
よ
最
後
の
一
年
間
を
、
今
ま
で
通
り
、
楽
し
く
気
持
ち
よ
く
（「
女
性
で
あ
る
が
た
め
に
い

や
な
思
い
を
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
男
子
生
徒
た
ち
も
熱
心
で
聡
明
で
、
礼
儀
正
し
か
っ
た
」『
女
性
宣
教
師
「
校
長
」
時
代
』

下
巻　

三
四
）、
東
華
学
校
で
過
ご
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
突
然
の
招
聘
は
全
く
の
驚
き
で
あ
り
、
応
じ
た
く
な



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
四
八

い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
考
え
は
仙
台
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
日
本
人
理
事
も
同
じ
で
、
和
田
正
幾
（
一
八
五
九
〜
一
九
三
三
）
校
長
代

理
が
交
渉
の
た
め
京
都
ま
で
出
向
い
た
が
、
そ
の
案
を
覆
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

そ
の
上
、
マ
イ
ヤ
ー
は
来
日
前
か
ら
、「
校
長
職
に
就
く
こ
と
、
寮
に
住
ん
で
学
校
の
全
責
任
を
持
つ
と
い
う
形
で
仕
事
を
す
る

事
は
極
力
避
け
て
い
た
」（M

eyer to Clark 1891.10.（5

）
こ
と
も
あ
り
、
ど
う
し
て
も
京
都
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

た
ら
、
デ
ン
ト
ン
こ
そ
校
長
に
相
応
し
い
と
思
う
の
で
、
自
分
は
彼
女
を
助
け
る
役
で
派
遣
さ
れ
た
い
と
、
Ｊ
・
Ｄ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス

（Jerom
e D

. D
avis 1838-1910

）
と
デ
ン
ト
ン
に
手
紙
を
書
い
て
い
た
（M

eyer to Clark 1891.8.4

）。
さ
ら
に
マ
イ
ヤ
ー
に
は
、

こ
の
時
期
特
に
同
志
社
女
学
校
の
「
校
長
」
に
派
遣
さ
れ
た
く
な
い
理
由
と
し
て
、
①
日
本
の
女
子
教
育
の
先
行
き
に
対
す
る
不
安

（
外
圧
）
と
②
一
八
九
六
年
に
は
同
志
社
騒
動
に
発
展
す
る
同
志
社
と
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
と
の
対
立
に
対
す
る
予
感
（
危
惧
）

が
あ
っ
た
。
①
に
関
し
て
は
、
ち
ょ
う
ど
日
本
全
体
が
、
こ
れ
ま
で
の
行
き
す
ぎ
た
西
洋
化
に
対
す
る
反
動
期
で
も
あ
り
、
一
八
八

九
年
の
大
日
本
帝
国
憲
法
に
続
い
て
、
一
八
九
〇
年
に
は
教
育
勅
語
、
訓
令
一
二
号
が
発
布
さ
れ
、
と
り
わ
け
女
子
教
育
及
び
西
洋

的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
対
す
る
牽
制
が
強
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
結
果
、
全
国
的
に
中
等
教
育
で
学
ぶ
女
生
徒
数
は
減
少
し
、
キ
リ

ス
ト
教
主
義
を
標
榜
す
る
こ
と
を
止
め
る
女
学
校
も
続
出
す
る
と
い
う
現
象
が
起
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
②
に
関
し
て
は
、
新
島

の
死
後
、
同
志
社
内
部
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
へ
の
報
告
書
を
巡
っ
て
宣
教
師
と
日
本
人
教
師
と
の
間
に
険
悪
な
空
気
が
漂

い
始
め
て
い
る
こ
と
（『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一　

四
三
三
－
四
四
九
）
を
察
知
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
デ
ン
ト
ン
「
校
長
」
案
に
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
京
都
の
日
本
人
教
師
た
ち
も
、
全
員
が
反
対
し
た
結
果
の
マ
イ
ヤ
ー
招

聘
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
決
定
は
デ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
納
得
の
い
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ホ
ワ
イ
ト
「
校
長
」
の
大
病
の
期
間

も
、
献
身
的
に
看
病
し
つ
つ
同
志
社
女
学
校
の
教
育
を
担
っ
た
実
績
か
ら
も
、
次
の
「
校
長
」
は
当
然
自
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

そ
れ
故
に
、
従
兄
の
死
で
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（Learned to Clark 1891.10.15

）
時
も
、
と
ん
ぼ
返
り（

9
（

で
京
都
に
帰
っ
て
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ョ
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て
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四
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来
た
の
で
あ
る
。

私
に
は
日
本
で
仕
事
が
待
っ
て
い
る
と
考
え
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
が
、
学
校
に
着
い
て
二
時
間
も
し
な
い
内
に
、
私
の
間
違
い

に
気
が
付
き
ま
し
た
。（
中
略
）
私
に
は
事
態
が
よ
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
あ
あ
悲
し
い
！
男
性
は
自
分
の
価
値

を
過
大
評
価
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
だ
っ
た
ら
、
女
性
が
、
時
に
自
分
に
も
価
値
が
あ
る
と
思
っ
て
も
許
さ
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
他
の
人
が
私
の
こ
と
を
邪
魔
者
だ
と
思
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
で
す
。（D

enton to Clark 

189（.（.（9

）

「
日
頃
か
ら
デ
ン
ト
ン
の
働
き
や
書
簡
を
最
高
の
も
の
と
評
価
し
て
い
た
」（Clark to D

enton 189（.3.31

）
ク
ラ
ー
ク
に
は
、

こ
の
書
簡
の
中
で
語
っ
て
い
る
デ
ン
ト
ン
の
悲
嘆
の
原
因
が
皆
目
想
像
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、「
書
き
手
が
多
く
の
心
労
で
疲

れ
切
っ
て
神
経
が
完
全
に
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
し
、
そ
れ
が
た
っ
た
今
、
何
か
に
よ
っ
て
悪
化
し
た
と
し
か
思
え
な
い
よ
う
な
文
章
で

書
か
れ
て
い
た
」（Clark to Learned 189（.4.1

）
の
で
、
ク
ラ
ー
ク
は
書
簡
を
受
け
取
っ
た
そ
の
日
に
デ
ン
ト
ン
に
手
紙
を
書
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
彼
女
の
働
き
を
讃
え
感
謝
し
て
、
周
り
と
う
ま
く
い
か
な
い
な
ら
、
京
都
以
外
に
働
く
場
所
は
ど
こ
に
で
も
あ
る

と
彼
女
を
慰
め
励
ま
し
た
。
そ
の
上
、
デ
ン
ト
ン
は
宣
教
師
を
止
め
る
と
は
一
行
も
書
い
て
い
な
い
の
に
、
虫
が
知
ら
せ
た
の
か
、

文
の
途
中
でM

y dear M
iss D

enton

と
呼
び
か
け
て
、
あ
な
た
が
止
め
る
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
と
案
じ
て
い
る
。
最
後
に
は
、

と
も
か
く
今
は
十
分
休
養
し
て
ホ
ワ
イ
ト
「
校
長
」
の
看
病
の
疲
れ
を
癒
し
、一
日
で
も
早
く
元
の
快
活
で
陽
気
な
デ
ン
ト
ン
に
戻
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
、
主
の
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
あ
な
た
が
す
ば
ら
し
い
働
き
を
し
た
日
本
の
女
性
の
た
め
に
も
祈
っ
て
い
る
と
締

め
く
く
っ
て
い
る
（Clark to D

enton 189（.3.31

）。



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
五
〇

そ
し
て
翌
四
月
一
日
に
は
ラ
ー
ネ
ッ
ド
（D

w
ight W

. Learned 1848-1943

）
に
「
秘
」
と
し
て
書
簡
を
送
り
、
デ
ン
ト
ン
か

ら
受
け
取
っ
た
書
簡
の
内
容
に
関
し
て
状
況
が
皆
目
つ
か
め
ず
大
変
心
配
し
て
い
る
こ
と
、
先
に
ホ
ワ
イ
ト
「
校
長
」
の
す
さ
ま
じ

い
病
気
の
期
間
の
報
告
を
聞
い
て
い
た
だ
け
に
、
デ
ン
ト
ン
の
疲
労
が
気
に
な
る
。
ど
う
か
あ
な
た
の
裁
量
で
出
来
る
こ
と
は
何
で

も
し
て
デ
ン
ト
ン
の
苦
境
を
救
っ
て
欲
し
い
と
、
彼
女
を
気
遣
う
あ
ま
り
、
過
度
に
私
情
を
交
え
て
い
る
と
思
え
る
ほ
ど
の
文
面
で

特
別
な
処
置
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
ち
ら
で
決
ま
っ
た
こ
と
は
、
本
部
で
は
何
で
も
受
け
入
れ
て
処
置
す
る
か
ら
と
続
け
、

こ
こ
で
も
異
例
の
、
分
を
越
え
た
対
応
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
二
）
京
都
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
対
応

そ
れ
に
対
し
て
、
信
頼
す
る
ラ
ー
ネ
ッ
ド
か
ら
は
、
全
く
予
期
せ
ぬ
書
簡
（Learned to Clark 189（.5.5

）
が
届
く
の
で
あ
る
。

デ
ン
ト
ン
の
反
抗
が
な
け
れ
ば
、
女
学
校
は
大
変
い
い
状
態
で
推
移
し
て
い
る
の
で
す
。
マ
イ
ヤ
ー
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
有
能
な

女
性
で
す
。
デ
ン
ト
ン
は
優
秀
で
よ
く
働
く
教
師
で
、
ウ
ェ
ン
ラ
イ
ト
は
専
門
の
音
楽
の
分
野
で
よ
い
仕
事
を
し
て
お
り
、
全

体
的
に
日
本
人
と
外
国
人
と
の
関
係
も
実
に
仲
良
く
協
力
し
合
っ
て
お
り
ま
す
。
問
題
は
、
デ
ン
ト
ン
と
マ
イ
ヤ
ー
が
こ
れ
か

ら
共
に
働
け
る
か
否
か
に
懸
か
っ
て
い
ま
す
。（
中
略
）
デ
ン
ト
ン
は
マ
イ
ヤ
ー
の
下
で
働
く
こ
と
を
ど
う
し
て
も
受
け
入
れ

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
（
宣
教
師
の
間
に
上
下
関
係
は
な
い
の
で
す
が
、
マ
イ
ヤ
ー
が
女
生
徒
全
体
の
監
督
の
任
に
あ
る
の
で
、

も
し
「
校
長
」
と
い
う
立
場
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
マ
イ
ヤ
ー
が
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
）。
な
お
、
日
本
人
も
デ
ン
ト

ン
が
教
師
と
し
て
は
優
秀
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
け
れ
ど
も
、「
校
長
」
職
に
は
不
向
き
だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ヤ
ー
の
す
る
こ
と
が
時
に
デ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
腹
立
た
し
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
問
題
点
は
矢
張
り
デ
ン



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
五
一

ト
ン
の
側
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
彼
女
の
体
調
の
せ
い
に
し
ろ
生
来
の
性
質
の
せ
い
に
し
ろ
、
で
す
。

デ
ン
ト
ン
が
従
弟
に
付
き
添
っ
て
帰
米
し
、
再
来
日
し
た
時
に
も
、
Ｊ
・
Ｄ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
と
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
（George E. 

A
lbrecht 1855-1906

）
と
私
［
ラ
ー
ネ
ッ
ド
］
か
ら
な
る
女
学
校
の
諮
問
委
員
会（

（1
（

は
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
（N

ina C. Stew
art 

1868-19（7
）
と
交
替
し
て
岡
山
に
行
く
よ
う
に
勧
め
た
の
で
す
が
（
そ
う
す
れ
ば
、デ
ン
ト
ン
は
責
任
者
に
な
れ
る
し
、ス
チ
ュ

ア
ー
ト
は
マ
イ
ヤ
ー
の
下
で
働
く
こ
と
を
少
し
も
嫌
が
ら
な
い
の
で
す
か
ら
）、「
デ
ン
ト
ン
は
京
都
を
去
る
と
い
う
考
え
に
頭

か
ら
反
対
で
し
た
」。
し
か
し
「
主
教
」
の
よ
う
な
制
度
を
持
た
な
い
会
衆
派
の
委
員
会
で
は
、
当
事
者
が
賛
同
し
な
い
限
り
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
、
一
番
心
配
な
の
は
、
マ
イ
ヤ
ー
が
辞
職
し
て
離
日
す
る
こ
と
な

の
で
す
が
、
デ
ン
ト
ン
も
帰
国
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
複
雑
な
状
況
を
説
明
し
、
マ
ル
秘
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
近
日
中
に
デ
ン
ト
ン
と
直
接
話
し
て
み
る
心
算
と
、
ひ
と
先
ず

報
告
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
あ
ま
り
日
を
お
か
ず
に
デ
ン
ト
ン
と
面
談
し
た
。
そ
の
時
の
彼
女
の
態
度
は
、
実
に
反
抗
的
で
、
八
月
に
は
仕
事
を
止

め
て
帰
国
す
る
と
、
断
固
と
し
て
言
い
張
っ
て
い
る
と
伝
え
た
上
で
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
も
は
や
こ
の
問
題
を
内
々
で
収
め
る
こ
と
は

無
理
と
判
断
し
、
諮
問
委
員
会
で
話
し
合
い
、
そ
の
結
果
を
正
式
に
同
委
員
会
か
ら
ク
ラ
ー
ク
に
報
告
し
た
の
で
あ
る
。（D

. W
. 

Learned, J. D
. D

avis, Geo. E. A
lbrecht to Clark 189（.5.9

）

そ
れ
に
よ
る
と
、

① 

デ
ン
ト
ン
と
マ
イ
ヤ
ー
が
一
緒
に
住
ん
で
、
二
年
目
を
共
に
働
く
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
二
人
共
表
面
的
に
は
さ
り
げ
な
く

振
舞
っ
て
い
る
が
、
実
情
を
知
っ
て
い
る
委
員
会
と
し
て
は
、
二
年
目
の
継
続
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
の
点
に
関



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
五
二

す
る
当
方
の
決
断
は
尊
重
し
て
欲
し
い
。

② 

こ
れ
ま
で
の
デ
ン
ト
ン
の
誠
意
や
働
き
は
十
分
に
認
め
、
大
い
に
感
謝
す
る
と
し
て
も
、
今
の
時
点
で
は
マ
イ
ヤ
ー
の
働
き

の
方
が
も
っ
と
大
切
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
し
、
今
の
状
態
で
、
デ
ン
ト
ン
を
そ
の
位
置
に
付
け
る
こ
と
は

到
底
出
来
な
い
。
こ
の
決
定
は
、
全
く
学
校
の
こ
と
を
考
え
て
下
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
デ
ン
ト
ン
の
こ
れ
ま
で
の
働
き
を

軽
視
す
る
も
の
で
は
な
い
。

③ 

以
上
の
こ
と
は
、
現
在
の
デ
ン
ト
ン
の
、
極
度
の
心
身
の
疲
労
を
意
味
し
て
お
り
（
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
彼
女
の
言
動
は
許

容
で
き
な
い
）、
当
委
員
会
と
し
て
は
、
彼
女
の
完
全
な
る
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
を
心
配
し
て
い
る
。
以
前
か
ら
一
年
間
の
本

国
で
の
休
暇
を
勧
め
て
い
る
が
、
彼
女
が
肯
ん
じ
な
い
の
で
、
そ
ち
ら
か
ら
今
年
の
夏
は
休
息
の
た
め
に
帰
国
す
る
よ
う
強

く
勧
め
て
欲
し
い

と
三
項
目
に
分
け
て
、
デ
ン
ト
ン
を
巡
る
問
題
点
を
伝
え
た
後
で
、
追
伸
と
し
て
ラ
ー
ネ
ッ
ド
個
人
の
気
持
ち
も
書
き
添
え
て
い
る
。

た
だ
し
、
デ
ン
ト
ン
の
立
場
に
立
っ
て
こ
の
問
題
を
考
え
る
と
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
マ
イ
ヤ
ー
を
勝
手
に
「
校

長
」
の
地
位
に
付
け
て
お
い
て
、
デ
ン
ト
ン
に
休
息
を
取
る
よ
う
に
勧
め
、
彼
女
が
誠
心
誠
意
関
わ
っ
て
来
た
同
志
社
女
学
校

を
離
れ
て
、
別
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
移
る
様
に
と
い
う
勧
告
は
、
彼
女
の
京
都
で
の
仕
事
が
失
敗
だ
っ
た
と
証
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
オ
ー
プ
ン
に
な
る
の
は
耐
え
ら
れ
な
い
の
で
帰
国
し
た
い
と
い
う
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
ま
す
。
そ
の
結

果
、
彼
女
の
拠
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
信
仰
ま
で
も
取
り
去
ら
れ
な
い
か
と
心
配
で
す
。



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
五
三

と
書
き
、
ま
た
諮
問
委
員
会
で
決
め
た
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
説
明
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
に
と
っ
て
も
、
や
り
き
れ

な
い
心
境
だ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
し
て
、
先
便
の
数
日
後
に
開
か
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
投
票
権
を
持
つ
も
の
全
員
が
票
決

し
た
結
果
、
全
会
一
致
で
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
提
出
さ
れ
て
い
た
マ
イ
ヤ
ー
の
辞
職
願（

（（
（

を
退
け
、「
校
長
」
職
に
復
帰
し
て
貰
う
こ
と

に
な
っ
た
と
ク
ラ
ー
ク
に
報
告
さ
れ
た
（Learned to Clark 189（.5.（7

）。
そ
れ
に
加
え
て
、
デ
ン
ト
ン
に
関
し
て
は
、
公
式
の

票
決
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
彼
女
が
学
校
を
出
る
必
要
は
全
員
に
認
識
さ
れ
て
い
る（

（1
（

の
で
、
マ
イ
ヤ
ー
の
助
け
手
を
急
い
で
見
つ
け

る
必
要
が
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
、
そ
の
席
上
、
タ
ル
コ
ッ
ト
（Eliza T

alcott 1836-1911

）
の
発
案
で
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
妹
（
二

八
歳
で
大
学
卒
、
ポ
ー
タ
ー
の
学
校
で
教
師
を
し
て
い
る
）
の
招
聘
が
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

四
、
ク
ラ
ー
ク
と
デ
ン
ト
ン

さ
て
、
ク
ラ
ー
ク
は
ラ
ー
ネ
ッ
ド
か
ら
立
て
続
け
に
送
ら
れ
て
く
る
、
デ
ン
ト
ン
に
関
す
る
京
都
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
正
式
文
書
を

読
ん
で
、
デ
ン
ト
ン
の
錯
乱
状
態
に
大
い
に
心
を
痛
め
な
が
ら
も
、
も
う
自
分
の
出
る
幕
で
は
な
い
と
覚
悟
を
し
た
の
か
、
一
八
九

二
年
六
月
一
五
日
付
ラ
ー
ネ
ッ
ド
宛
書
簡
で
は
、
デ
ン
ト
ン
と
マ
イ
ヤ
ー
の
件
は
貴
下
の
賢
明
で
思
慮
深
い
解
決
に
任
す
と
返
事
を

し
て
い
る
。
し
か
し
、
デ
ン
ト
ン
に
必
要
な
六
カ
月
〜
一
年
間
の
休
暇
は
願
い
出
さ
え
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
取
れ
る
よ
う
に
手
配
し

て
待
っ
て
い
る
と
付
け
加
え
、
五
日
後
の
六
月
二
〇
日
に
は
、
デ
ン
ト
ン
自
身
に
も
同
じ
こ
と
を
書
い
て
、
一
年
の
休
暇
を
取
る
た

め
に
正
式
の
申
し
出
を
す
る
よ
う
に
と
促
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
二
人
が
一
緒
に
働
く
こ
と
は
到
底
出
来
な
い
」
と
周
囲
が
懸
念
し
て
い
た
マ
イ
ヤ
ー
の
二
年
目
（
一
八
九
二

年
九
月
〜
一
八
九
三
年
六
月
の
三
学
期
間
）
に
、
京
都
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
全
員
の
認
知
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
自
ら
が
八
月
に
は



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
五
四

帰
国
す
る
と
宣
言
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、デ
ン
ト
ン
は
京
都
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
き
始
め
た
。
そ
の
こ
と
は
、五
月
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
決
定
か
ら
約
二
カ
月
後
に
、
京
都
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
ン
バ
ー
が
渋
々
と
デ
ン
ト
ン
の
復
帰
に
同
意
し

た
こ
と
に
よ
る（

（1
（

。

ク
ラ
ー
ク
は
彼
女
の
復
帰
が
確
実
と
な
っ
た
一
一
月
ご
ろ
か
ら
、
再
び
毎
月
の
よ
う
に
デ
ン
ト
ン
に
書
簡
を
送
り
始
め
る
。
主
目

的
は
ア
メ
リ
カ
各
地
か
ら
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
経
由
で
送
ら
れ
て
来
る
デ
ン
ト
ン
宛
の
献
金
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
都
度
、
少
し
で
も
い
い
か
ら
あ
な
た
の
健
康
状
態
を
知
ら
せ
て
欲
し
い
と
繰
り
返
し
頼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
あ
な
た
は
疲
れ
て

い
る
の
だ
か
ら
最
低
一
年
は
休
む
よ
う
に
と
勧
め
、
あ
な
た
が
他
人
に
対
し
て
示
す
無
私
の
親
切
を
、
自
分
の
健
康
と
体
力
に
も
向

け
て
欲
し
い
と
書
き
（
一
八
九
二
年
一
二
月
一
二
日
）、
あ
な
た
が
返
事
を
く
れ
な
い
の
は
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
き
忘
れ
て
い
る
の

で
な
い
か
と
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
て
返
信
を
催
促
す
る
（
一
八
九
三
年
二
月
二
日
）
の
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
心
の
こ
も
っ
た
愛
情
あ
ふ

れ
る
口
調
の
ク
ラ
ー
ク
の
書
簡
は
例
外
的
と
言
っ
て
い
い
。
さ
ら
に
、
出
過
ぎ
た
こ
と
を
し
て
い
る
と
思
わ
な
い
で
と
断
っ
た
上
で
、

マ
イ
ヤ
ー
と
一
緒
に
働
く
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
書
い
て
、
励
ま
し
て
い
る
。

前
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
仕
事
は
分
担
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
上
で
、
お
互
い
の
仕
事
に
は
干
渉
し
な
い
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
一
番
い
い
方
法
で
自
由
に
す
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。（
中
略
）
強
い
性
格
の
人
同
士
は
必
ず
し
も
う
ま
く

行
か
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
京
都
に
は
、
そ
の
よ
う
に
強
気
な
女
性
が
二
人
必
要
な
の
で
し
ょ
う
。（Clark to D

enton 

1893.（.（

）

こ
の
書
簡
に
対
す
る
直
接
の
返
事
で
は
な
い
が
、
そ
れ
か
ら
一
カ
月
後
の
三
月
七
日
付
で
（
宛
先
は
無
し
、M

iss M
ary Florence 



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
五
五

D
enton w

rites

と
な
っ
て
い
る
）、
献
金
者
宛
の
お
礼
状
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
お
送
り
頂
い
た
献
金
の
使
い
道
は
、
教

師
の
給
料
・
書
物
代
・
伝
道
や
経
常
費
補
填
の
た
め
・
生
徒
の
奨
学
金
等
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
生
徒
の
奨
学
金
に
使
わ
せ
て
頂
く
の

が
一
番
と
書
い
た
後
、
現
在
、
彼
女
が
携
わ
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
今
、
デ
ン
ト
ン
は
市
中
伝
道
に
精
を
出
し
て
日
曜
学
校
を
三
つ
始
め
て
い
る
こ
と
、
そ
の
内
の
一
つ
は
、
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
の
生
徒
が
先
生
に
な
っ
て
学
校
の
中
で
開
い
て
い
る
が
、
先
週
は
一
〇
〇
人
も
子
供
が
集
ま
っ
た
こ
と
、
ハ
リ
ス
理
化
学

校
の
男
子
生
徒
と
い
っ
し
ょ
に
一
種
の
大
学
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
隣
保
館
）
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
先

の
手
紙
に
あ
っ
た
、
仕
事
を
分
担
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
女
学
校
内
部
の
仕
事
は
マ
イ
ヤ
ー
が
引
き
受
け
、
デ
ン
ト
ン
は
も
と
も

と
得
意
で
あ
っ
た
市
中
伝
道
に
精
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
祈
っ
て
欲
し
い
、
祈
る
こ
と
に
お
い
て
の
み
、

死
に
物
狂
い
の
戦
い
を
戦
う
こ
と
が
で
き
る
と
書
い
て
い
る
が
、
誰
も
が
無
理
だ
と
言
っ
て
い
た
マ
イ
ヤ
ー
の
下
で
の
二
年
目
を
、

デ
ン
ト
ン
は
祈
り
に
支
え
ら
れ
て
、
や
っ
と
歩
ん
で
い
る
と
痛
感
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ク
ラ
ー
ク
は
一
八
九
三
年
の
年
会
で
引
退
を
表
明
し
、
翌
年
の
年
会
で
バ
ー
ト
ン
（Jam

es L. Barton 1855-1936

）
と
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
す
る
の
で
あ
る
が
、
辞
職
間
近
に
デ
ン
ト
ン
に
宛
て
た
書
簡
（Clark to D

enton 1894.5.7

）
の
中
で
、
マ
イ
ヤ
ー
帰
国（

（1
（

後
の
デ
ン
ト
ン
を
気
遣
っ
て
、
あ
な
た
の
助
け
を
す
る
、
も
う
一
人
女
教
師
が
必
要
な
ら
、
相
応
し
い
人
を
探
す
に
は
時
間
が
必
要

な
の
で
出
来
る
だ
け
早
く
知
ら
せ
る
よ
う
に
と
書
き
送
っ
て
い
る
。

本
論
の
中
で
も
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
触
れ
た
が
、
デ
ン
ト
ン
宛
書
簡
に
顔
を
出
す
〝
ク
ラ
ー
ク
お
じ
さ
ん
〟
の
優
し
さ
が
こ
こ
で

も
感
じ
ら
れ
る
。
ク
ラ
ー
ク
に
と
っ
て
、
デ
ン
ト
ン
は
多
く
の
女
性
宣
教
師
の
中
で
も
掌
中
の
珠
の
よ
う
に
愛
お
し
い
存
在
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
を
引
退
す
る
間
際
ま
で
、
特
別
に
心
に
か
か
る
女
性
宣
教
師
の
一
人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
五
六

［
Ⅳ
］
同
志
社
を
出
て

一
八
九
四
年
一
一
月
に
同
志
社
女
学
校
「
校
長
」
と
し
て
の
二
年
間
の
勤
め
を
終
え
て
、
マ
イ
ヤ
ー
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
旅
立
ち
、

女
学
校
は
松
浦
教
頭（

（1
（

の
下
に
、
デ
ン
ト
ン
と
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
（H

arriet M
. Benedict 1856-1938

）
が
協
力
を
し
て
、
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
た
。

同
志
社
女
学
校
に
と
っ
て
大
変
心
強
か
っ
た
の
は
、
前
年
の
六
月
に
卒
業
生
数
が
一
〇
〇
人
弱
に
な
っ
た
の
を
期
に
、
卒
業
生
の

集
い
「
同
志
社
女
学
校
同
窓
会
」
が
発
足
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。「
生
徒
に
甘
す
ぎ
る
」（Learned, D

avis, A
lbrecht to Clark 

189（.5.9

）
と
評
判
の
デ
ン
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
建
物
の
中
で
暮
ら
し
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
基
づ
い
て
親
身
の
世
話
を
受
け

た
女
生
徒
た
ち
は
、
今
度
は
、
自
分
た
ち
が
母
校
に
奉
仕
を
す
る
番
が
来
た
と
認
識
し
、
恩
師
松
浦
と
デ
ン
ト
ン
を
支
え
る
べ
く
力

を
発
揮
し
始
め
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
同
窓
会
の
事
業
と
し
て
、
新
島
文
庫
（
女
学
校
図
書
館
）
の
拡
張
と
機
関
誌
『
同
志
社
女

学
校
期
報
』
の
発
行
を
決
め
、
か
つ
、
女
学
校
基
本
金
の
募
金
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
、
マ
イ
ヤ
ー
が
危
惧
し
て
い
た
同
志
社
騒
動（

（1
（

の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
た
。
最
初
の
内
、
そ
れ
は
英
学
校
の
内
紛
で
女
学
校

に
は
及
ば
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
い
よ
い
よ
一
八
九
六
年
に
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
と
同
志
社
の
間
の
交
渉
が
決
裂
し
、
外

国
人
教
師
一
斉
辞
職
と
な
る
に
及
ん
で
、
デ
ン
ト
ン
た
ち
も
学
校
を
退
去
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
こ
で
同
志
社
英
学
校
も
女

学
校
も
、創
立
以
来
初
め
て
、外
国
人
教
師
が
一
人
も
在
席
し
な
い
三
年
余
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る（

（1
（

。
特
に
英
学
校
に
比
べ
て
ス
タ
ッ

フ
数
も
少
な
く
、
ま
た
寮
で
の
生
活
を
通
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
感
化
を
与
え
る
教
育
を
大
切
に
し
て
来
た
女
学
校
に
お
い
て
は
、
女

性
宣
教
師
不
在
の
影
響
は
大
で
あ
っ
た
。『
同
志
社
女
学
校
期
報
』
に
は
、
こ
の
間
の
混
乱
を
巡
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
手
当
て
が
な
さ

れ
た
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（『
期
報
』
七　

五
－
七
）
が
、
今
は
女
学
校
を
出
た
後
の
、
デ
ン
ト
ン
の
足
跡
を
探
る
こ
と
と
す
る
。



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
五
七

こ
の
三
年
余
を
、
彼
女
は
京
都
、
東
京
、
鳥
取
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
順
を
追
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
発
揮
さ
れ
る

デ
ン
ト
ン
流
の
働
き
に
注
目
す
る
。

　

①
京
都
（
一
八
九
六
年
九
月
〜
一
八
九
七
年
四
月
）
約
七
カ
月

男
性
宣
教
師
た
ち
は
、
こ
れ
を
機
会
に
自
分
た
ち
が
こ
れ
ま
で
十
分
に
取
り
組
め
て
い
な
か
っ
た
直
接
伝
道
、
と
り
わ
け
地
方
伝

道
に
従
事
す
る
一
方
で
、
後
に
Ｊ
・
Ｄ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
校
長
に
な
っ
て
運
営
さ
れ
る
「
福
音
学
館
」（Gospel School

）
を
作
っ
て
、

牧
師
養
成
の
継
続
を
計
っ
た
（『
京
都
の
キ
リ
ス
ト
教
』
三
〇
五
－
三
一
一
）。
そ
れ
に
対
し
デ
ン
ト
ン
は
、
一
八
九
六
年
九
月
に
は

女
生
徒
四
名
を
連
れ
て
女
学
校
内
の
宿
所
を
出
て
、
梨
の
木
町
の
ベ
リ
ー
（John C. Berry 1847-1936

）
宅
に
移
り
住
ん
だ
。
そ

の
内
三
人
は
幼
稚
園
の
仕
事
、
一
人
は
デ
ン
ト
ン
の
助
手
（［
松
田
幸
］『
期
報
』
七
）
と
し
て
働
き
、
そ
の
他
に
、
刺
繍
を
習
い
に

来
て
い
た
女
生
徒
が
二
名
い
た
（D

enton to Barton 1897.（.3

）。

デ
ン
ト
ン
は
も
と
も
と
学
外
で
の
伝
道
活
動
（
日
曜
学
校
や
女
性
を
対
象
と
し
た
教
室
）
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
の
で
、
そ

の
活
動
を
活
性
化
す
る
こ
と
は
容
易
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
教
室
の
校
名
を
当
時
の
校
長
小
崎
弘
道
に
因
ん
で
「
弘
道
館
」
と
名
付
け
、

そ
の
た
め
の
予
算
、
三
四
七
ド
ル
を
早
速
ボ
ー
ド
に
請
求
し
、
か
つ
、
実
際
の
活
動
報
告
を
し
て
い
る
（D

enton to Barton 

1897.（.3

）。
今
の
と
こ
ろ
、
弘
道
館
の
仕
事
を
専
任
と
す
る
福
音
伝
道
者
が
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
最
高
の
働
き
は
出
来

て
い
な
い
が
、
す
で
に
、「
英
語
の
授
業
」「
訳
読
の
ク
ラ
ス
」「
聖
書
研
究
会
」（
英
語
と
日
本
語
一
ク
ラ
ス
ず
つ
）
を
始
め
て
お
り
、

ど
の
ク
ラ
ス
も
生
徒
は
少
人
数
で
あ
る
が
熱
心
に
勉
強
を
続
け
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
日
曜
夜
の
働
く
婦
人
の
会
に
も
大
勢
の
女

性
た
ち
が
集
ま
っ
て
お
り
、
日
曜
学
校
も
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
学
校
を
出
て
か
ら
も
伝
道
活
動
に
勤
し
む
デ

ン
ト
ン
の
姿
が
彷
彿
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
五
八

社
会
に
出
て
見
る
と
、
熱
心
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
に
耳
を
傾
け
る
人
も
多
く
、
自
分
は
ラ
ー
ネ
ッ
ド
夫
人
（Florence H

. 

Learned 1857-1940

）
と
と
も
に
幼
稚
園
［
出
町
幼
稚
園（

（1
（

］
を
始
め
た
こ
と
、
場
所
は
賑
や
か
な
町
の
外
れ
の
一
角
で
、
比
叡
山

の
麓
の
村
へ
の
入
り
口
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
場
所
的
に
便
利
で
あ
る
。
近
い
内
に
ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ボ
ー
ド
に
幼
稚
園
の
た
め
の
資

金
援
助
を
願
う
積
り
で
あ
る
が
、
も
し
バ
イ
ブ
ル
・
ウ
ー
マ
ン
や
福
音
伝
道
者
の
た
め
の
基
金
が
あ
れ
ば
、
市
中
伝
道
の
機
会
は
い

く
ら
で
も
あ
る
。
ま
た
い
っ
し
ょ
に
い
る
女
生
徒
も
全
員
が
日
曜
学
校
の
教
師
も
務
め
て
お
り
、
週
に
二
回
は
近
所
の
六
〜
七
人
の

お
手
伝
い
さ
ん
に
「
読
み
・
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
」
を
教
え
て
い
る
と
活
気
に
満
ち
た
報
告
を
す
る
一
方
で
、
同
志
社
の
問
題
は
私
た

ち
に
と
っ
て
も
大
変
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
学
校
を
出
る
の
は
ど
ん
な
に
か
辛
い
思
い
で
あ
っ
た
が
、
女
学
校
教
師
は
理
事
会
の
決

定
事
項
に
抗
う
こ
と
は
何
も
出
来
な
か
っ
た
と
、
同
じ
書
簡
の
中
で
、
バ
ー
ト
ン
に
悲
し
み
を
訴
え
て
い
る
。

　

②
東
京
（
一
八
九
七
年
五
月
〜
一
八
九
八
年
一
二
月
）
約
一
年
半（

（1
（

そ
こ
に
急
に
東
京
で
の
働
き
の
場
が
与
え
ら
れ
た
。
グ
リ
ー
ン
一
家
が
賜
暇
休
暇
で
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
、
彼
の
東
京
で
の
働

き
を
デ
ン
ト
ン
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
の
家
は
東
京
市
ガ
谷
中
野
町
二
二
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
は
、
同
窓

会
東
京
部
会
発
足
の
場
と
な
り
、
そ
の
後
も
デ
ン
ト
ン
が
在
京
の
間
、
三
回
に
わ
た
っ
て
グ
リ
ー
ン
宅
で
東
京
支
部
会
が
開
か
れ
て

い
る
。

そ
の
間
に
デ
ン
ト
ン
が
認
め
た
書
簡
が
一
通
だ
け
残
っ
て
い
る
が
、
宛
名
はD

ear Sisters all

で
、
タ
イ
ト
ル
は
「
ア
メ
リ
カ

在
住
の
日
本
人
に
伝
道
を
！
」
で
あ
る
。
内
容
は
、
東
京
に
来
て
み
る
と
ア
メ
リ
カ
留
学
経
験
者
の
政
府
要
人
が
多
数
い
る
の
に
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
！
ミ
シ
ガ
ン
・
イ
エ
ー
ル
・
ハ
ー
バ
ー
ド
な
ど
の
名
だ
た
る
大
学
の
学
位
保
持
者
の
留
学
中
に

な
ぜ
伝
道
を
し
な
い
の
か
、
こ
こ
異
教
の
地
、
日
本
で
よ
り
も
遥
か
に
容
易
で
あ
る
筈
な
の
に
…
と
、
デ
ン
ト
ン
は
ア
メ
リ
カ
女
性



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
五
九

に
熱
烈
な
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
デ
ン
ト
ン
は
、
番
町
教
会
を
足
場
に
し
て
、
グ
リ
ー
ン
の
主
導
し
た
社
会
福
祉
事
業
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。
一
つ
は
一

八
九
七
年
に
東
京
神
田
区
三
崎
町
に
設
立
さ
れ
た
キ
ン
グ
ス
レ
ー
館（

11
（

へ
の
協
力
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
私
立
二
葉
幼
稚
園
（
一
九
〇

〇
年
）
開
設
の
た
め
の
募
金
活
動
で
あ
っ
た（

1（
（

。
こ
の
幼
稚
園
の
設
立
者
の
一
人
、
野
口
幽
香
は
番
町
教
会
員
で
あ
り
、
東
京
女
高
師

時
代
に
学
ん
だ
フ
レ
ー
ベ
ル
の
幼
児
教
育
を
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
二
つ
と
も
番
町
教
会
に
直
接
関
係
し
た
伝
道
事
業
で
は
な

か
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
に
関
係
す
る
活
動
な
の
で
デ
ン
ト
ン
は
積
極
的
に
応
援
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
他
に
、
東
京
在
住
中
に
柏
木
義
円
が
牧
す
る
霊
南
坂
教
会
で
も
婦
人
対
象
の
講
演
を
し
て
い
る
。
講
演
題
は
「
聖
書
研
究
の

必
要
」
で
あ
っ
た
。
デ
ン
ト
ン
に
し
て
み
れ
ば
、
同
志
社
に
着
任
し
て
間
も
な
く
別
課
神
学
生
と
共
に
学
ん
だ
イ
ザ
ヤ
書
の
聖
書
研

究
以
来
、
異
教
の
国
日
本
で
聖
書
を
熟
読
す
る
必
要
を
感
じ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
是
非
と
も
婦
人
た
ち
に
語
り
た
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
デ
ン
ト
ン
は
英
語
で
話
し
て
柏
木
が
通
訳
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
談
話
の
概
要
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

文
語
調
の
堅
い
文
章
に
な
っ
て
い
る
（『
基
督
教
新
聞
』1898.5.（7

）。
し
か
し
、
原
稿
を
残
す
こ
と
の
少
な
か
っ
た
デ
ン
ト
ン
の
貴

重
な
資
料
の
一
つ
で
あ
る（

11
（

。

こ
の
一
年
半
に
及
ぶ
東
京
生
活
は
、
デ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
直
接
に
関
係
し
た
伝
道
活
動
だ
け
で
な
く
、
首
都
東
京
な
ら
で
は
の
社

会
面
・
文
化
面
で
も
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
。
ま
た
、
来
日
後
す
ぐ
に
紹
介
さ
れ
て
日
本
美
術
へ
の
開
眼
の
手
引
を
受
け
た
フ
ェ
ノ

ロ
ー
サ
夫
妻
と
の
交
流
が
深
め
ら
れ
た
こ
と
は
、何
よ
り
も
の
恵
み
で
あ
っ
た（

11
（

。
さ
ら
に
、同
志
社
騒
動
の
た
め
に
、女
学
校
の
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
は
立
ち
退
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た
師
弟
の
繋
が
り
が
、
同
窓
会
東
京
支
部
を
起
こ
し
た
卒
業
生

と
の
接
触
を
通
し
て
ま
す
ま
す
深
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
デ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
、
多
き
な
慰
め
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
六
〇

　

③
鳥
取
（
一
八
九
九
年
一
月
〜
一
八
九
九
年
一
二
月
）
約
一
年

グ
リ
ー
ン
が
賜
暇
休
暇
を
終
え
て
帰
日
し
た
の
で
、
デ
ン
ト
ン
は
東
京
を
離
れ
て
、
本
来
行
く
べ
き
で
あ
っ
た
鳥
取
に
赴
い
た
。

そ
こ
に
は
、
デ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
家
族
同
様
の
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
夫
妻
（Sam

uel C. Bartlett 1865-1937, Fanny S. Bartlett 

1874-1963
。
妻
のFanny

は
デ
ン
ト
ン
が
パ
サ
デ
ナ
時
代
に
出
会
っ
た
ゴ
ー
ド
ン
家
の
長
女
）
が
い
た
の
で
、
是
非
と
も
行
っ
て

伝
道
の
手
助
け
を
し
た
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。

鳥
取
時
代
の
デ
ン
ト
ン
の
動
静
を
伝
え
る
書
簡
は
三
通
あ
る
。
一
通
目
は
、
一
八
九
九
年
一
月
一
日
付
の
書
簡
で
、
神
戸
か
ら
発

信
さ
れ
た
も
の
で
、
今
か
ら
鳥
取
に
向
か
う
が
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
許
し
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
せ
め
て
三
月
末
ま
で
は
鳥
取
に
い
た
い

と
の
願
望
を
述
べ
て
い
る
。
第
二
便
は
鳥
取
発
信
（D

enton to Barton 1899.4.（5

）
で
あ
る
が
、
内
容
は
、
ミ
ス
・
ラ
ー
ネ
ッ
ド

（Grace W
. Learned 1876-196（

）
が
同
志
社
に
帰
任
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
耳
に
し
た
デ
ン
ト
ン
が
、
人
材
不
足
を
補
う
た
め

に
ミ
ル
ド
レ
ッ
ド
・
ミ
ン
タ
ー
ン（

11
（

を
強
く
推
し
て
い
る
書
簡
で
あ
り
、
鳥
取
の
現
況
に
つ
い
て
は
何
の
言
及
も
な
い
。
そ
し
て
第
三

信
（D

enton to Barton 1899.9.15

。
賜
暇
休
暇
前
、
最
後
の
手
紙（

11
（

）
で
初
め
て
、
夏
休
み
中
に
丹
後
、
但
馬
、
宮
津
、
福
知
山
と

い
っ
た
ア
ウ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
伝
道
旅
行
に
出
か
け
た
こ
と
に
触
れ
、
ま
だ
ま
だ
キ
リ
ス
ト
教
が
浸
透
せ
ず
、
封
建
色
が
色
濃
く

残
っ
て
い
る
地
方
の
こ
と
、
と
り
わ
け
鳥
取
に
あ
る
小
さ
な
キ
リ
ス
ト
教
女
学
校（

11
（

の
こ
と
を
案
じ
て
い
る

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
帰
国
に
向
け
て
の
心
構
え
を
語
る
、
こ
の
書
簡
の
中
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、「
同
志
社
女
学
校
は
と
て
も

好
き
で
す
が
、
私
の
働
き
場
所
は
東
京
だ
と
い
う
こ
と
、
ま
た
い
つ
か
休
暇
を
取
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
取
る
な
ら
今
と
い
う
こ
と
も
、

か
な
り
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
期
に
及
ん
で
も
、
デ
ン
ト
ン
の
気
持
ち
が
、「
大
好
き
な
」

同
志
社
女
学
校
と
東
京
の
間
で
揺
れ
動
い
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
続
け
て
、



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
六
一

一
方
、
勉
強
も
す
ご
く
し
た
い
（
世
の
中
に
遅
れ
な
い
た
め
）、
ま
た
東
京
で
働
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
時
勢
の
思
潮
に
追
い
つ

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
の
状
況
と
私
の
限
界
を
ご
存
じ
で
す
か
ら
、
私
の
時
間
が
最
も
有
効
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
お
手
配

し
て
下
さ
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す

と
、
こ
こ
で
も
東
京
が
、
休
暇
後
の
デ
ン
ト
ン
の
視
野
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、
ク
ラ
ッ
プ
著
・
同
窓
会
訳
『
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
』
の
中
に
は
、
も
う
一
通
、
一
八
九
九
年
一
二
月
に
デ
ン
ト
ン
が
鳥
取
か

ら
出
し
た
と
い
う
長
文
の
手
紙
が
紹
介
し
て
あ
る
（『
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
』
六
一
－
六
四
）。
と
い
う
こ
と
は
、
結
局
は
一
年
間
鳥
取

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
属
の
宣
教
師
と
し
て
在
住
で
き
た
と
言
え
る
。
こ
の
期
間
、
彼
女
の
傍
に
は
、
秘
書
、
通
訳
と
し
て
、
東
京
の
キ

ン
グ
ス
レ
ー
館
で
働
い
て
い
た
同
志
社
女
学
校
卒
業
の
豊
田
谷
子
が
い
た
（『
期
報
』
一
一 

一
五
）
の
で
あ
る
が
、
帰
国
に
際
し
、

デ
ン
ト
ン
は
ハ
ワ
イ
で
婦
人
夜
学
校
お
よ
び
小
学
校
で
働
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
豊
田
を
同
船
さ
せ
て
、
ハ
ワ
イ
ま
で
見
送
っ
た

（D
enton to Barton 1900.3.30

。『
期
報
』一
四　

一
一
）。
と
こ
と
ん
卒
業
生
の
面
倒
を
み
る
デ
ン
ト
ン
の
姿
で
あ
る
。
一
方
、「
日

本
語
は
解
さ
れ
て
も
達
者
に
話
さ
れ
な
い
事
で
有
名
で
あ
っ
た
」（『
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
』
Ｄ
二
六
）
鳥
取
時
代
の
デ
ン
ト
ン
の
活
動

を
支
え
た
の
は
、
前
の
一
カ
月
弱
が
松
田
幸
で
あ
り
、
後
の
約
一
年
が
豊
田
谷
子
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
デ
ン
ト
ン
の
来
日
か
ら
第
一
回
の
賜
暇
休
暇
ま
で
の
一
一
年
余
を
概
観
し
た
が
、
本
論
の
タ
イ
ト
ル
で
も
明
ら
か
に
し
た

よ
う
に
、
そ
れ
は
同
志
社
女
学
校
を
世
界
一
の
女
学
校
と
見
定
め
、
生
涯
を
そ
の
教
育
に
捧
げ
る
こ
と
を
目
途
に
来
日
し
た
ミ
ス
・



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
六
二

デ
ン
ト
ン
、
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
志
社
の
要
請
は
、
最
初
か
ら
男
子
生
徒
を
教
え
る
た

め
の
教
師
で
あ
っ
た
の
だ
し
、
ゴ
ー
ド
ン
の
推
薦
も
デ
ン
ト
ン
の
決
意
も
、「
新
島
襄
」
を
助
け
た
い
と
の
一
事
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
教
室
で
出
会
っ
た
同
志
社
の
男
子
生
徒
に
よ
る
女
性
蔑
視
の
異
文
化
体
験
は
、
最
初
に
デ
ン
ト
ン
が
東
京
で
出
会
っ
た

高
尚
で
崇
高
な
日
本
文
化
の
持
つ
面
と
は
全
く
異
な
る
側
面
で
あ
り
、
マ
イ
ナ
ス
の
異
文
化
体
験
と
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
い
っ
そ

う
、
日
本
文
化
に
対
す
る
デ
ン
ト
ン
の
驚
き
、
懼
れ
は
測
り
知
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
男
尊
女
卑
の
日
本
の
伝
統
の
中
で
、
女
性
が
「
校
長
」
職
に
就
く
こ
と
に
関
し
て
、
デ
ン
ト
ン
の
考
え
は
大
い
に
揺
れ
た
。

最
終
的
に
デ
ン
ト
ン
の
気
持
ち
が
変
わ
っ
て
、「
校
長
」
職
に
就
く
積
り
に
な
っ
た
と
き
に
、
今
度
は
、
周
囲
の
評
価
が
、
デ
ン
ト

ン
「
校
長
」
に
絶
対
反
対
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
皮
肉
で
あ
っ
た
。
ホ
ワ
イ
ト
「
校
長
」
の
長
期
に
わ
た
る
看
病
疲
れ
も
大
い
に
影
響

し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
デ
ン
ト
ン
の
乱
心
は
、
周
囲
を
大
い
に
混
乱
さ
せ
た
。
し
か
し
、
日
本
文
化
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
女
性
蔑

視
の
考
え
が
、
後
に
女
生
徒
の
地
位
向
上
の
必
要
に
燃
え
る
、
デ
ン
ト
ン
の
教
育
観
を
一
層
強
固
に
し
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
同
志
社
騒
動
の
た
め
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
出
て
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
三
年
余
の
間
に
、
近
代
文
明
の
下
、
急
成
長

し
て
い
る
東
京
で
の
見
聞
を
通
し
て
、
時
代
の
最
先
端
を
行
く
教
養
と
知
識
を
持
つ
必
要
を
痛
感
し
た
。
自
分
の
働
き
場
は
同
志
社

女
学
校
よ
り
も
、
こ
の
東
京
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
の
は
、
そ
の
活
気
に
触
発
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
中

村
貢み

つ
ぎの

言
う
よ
う
に
、「
要
す
る
に
デ
ン
ト
ン
は
、
同
志
社
は
勿
論
の
こ
と
、
東
京
で
も
鳥
取
で
も
、
与
え
ら
れ
た
職
場
で
全
力
を

尽
く
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
職
場
に
も
強
い
愛
着
を
覚
え
、
そ
の
場
所
に
全
生
涯
を
投
入
し
て
も
悔
い
な
い
と
い
う

熱
心
を
も
つ
人
で
あ
っ
た
」（『
デ
ン
ト
ン
先
生
』
八
〇
）
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
〇
一
年
に
第
一
回
賜
暇
休
暇
か
ら
帰
国
後
の
デ
ン
ト
ン
は
、
も
う
迷
う
こ
と
な
く
、
同
志
社
女
学
校
一
途

の
道
を
歩
み
始
め
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
次
稿
で
、
賜
暇
休
暇
中
の
デ
ン
ト
ン
の
動
静
を
辿
る
こ
と
に
よ
り
、



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
六
三

明
ら
か
に
す
る
積
り
で
あ
る
。

注

 

　

本
稿
中
で
女
性
宣
教
師
の
女
学
校
責
任
者
の
職
名
「
校
長
」
に
括
弧
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
同
志
社
の
職
制
上
で
は
、
校
長
は
新
島
（
ま
た
は
、
そ

の
後
継
者
）
な
の
で
、
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
宣
教
師
文
書
の
中
で
は
、
主
任
の
女
性
宣
教
師
に‘head’

ま
た
は‘principal’

が
用
い
ら

れ
て
い
る
。

（
1
）
こ
れ
ま
で
デ
ン
ト
ン
の
来
日
日
時
に
関
し
て
は
、
ク
ラ
ッ
プ
著
・
同
志
社
同
窓
会
翻
訳
委
員
会
訳
の
『
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
』
の
中
に
あ
る
記
述
「
一

八
八
八
年
一
〇
月
八
日
に
同
志
社
の
門
を
く
ぐ
り
、
ま
た
九
月
八
日
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
出
帆
し
た
、
と
デ
ン
ト
ン
が
よ
く
言
っ
て
い
た
が
、

二
番
目
の
数
字
は
大
方
誤
り
で
あ
ろ
う
」
の
ま
ま
、
未
調
査
で
あ
っ
た
。

 

今
回
、
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
のT

he Japan W
eekly M

ail

で
船
客
名
簿
の
確
認
を
し
た
結
果
、
二
番
目
の
数
字
も
正
し
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
横
浜
間
と
横
浜
・
神
戸
間
の
船
舶
の
名
前
と
日
時
も
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
デ
ン
ト
ン
の
乗
船
し
た
英
国
船
オ
セ
ア
ニ
ッ
ク

号
は
、
九
月
八
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
発
、
九
月
二
六
日
横
浜
着
で
あ
り
、
横
浜
か
ら
神
戸
に
移
動
し
た
際
の
船
舶
名
は
「
わ
た
な
べ
丸
」
で
、
一
〇

月
五
日
横
浜
発
で
あ
る
。

（
（
）Frances B. Clapp M

ary Florence D
enton and the D

oshisha, D
oshisha U

niversity Press 

一
九
五
五
、
同
著
の
翻
訳　

同
志
社
同
窓
会

翻
訳
委
員
会
『
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
―
「
同
志
社
の
宝
」
と
呼
ば
れ
た
女
性
の
六
〇
年
―
』
二
〇
〇
七
／
中
村
貢
『
デ
ン
ト
ン
先
生
』
同
志
社
女
子
大
学　

一
九
七
五
／
小
野
恵
美
子
『
日
米
の
懸
け
橋
』
大
阪
書
籍　

一
九
八
八
ほ
か
。

（
3
）
日
比
恵
子
「
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
来
日
の
前
後
」（
一
）
〜
（
四
）『
同
志
社
談
叢
』
二
五
－
二
九
（
二
〇
〇
五
〜
二
〇
〇
九
）

（
4
）
日
比
は
、
中
村
が
『
デ
ン
ト
ン
先
生
』
の
中
で
、
こ
の
校
舎
が
ハ
リ
ス
理
化
学
館
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
の
誤
り
を
、
中
村
が
見
る
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
書
簡D

enton to H
arris 1890.5.（

を
基
に
、
指
摘
し
て
い
る
（『
談
叢
』
二
九　

一
三
四
－
一
三
八
）。

（
5
）
日
比
は
「
実
質
一
カ
月
少
々
」
で
な
い
か
と
類
推
し
て
い
る
（『
談
叢
』
二
九　

一
四
七
）



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
六
四

（
6
）
こ
れ
ま
で
は
、
ク
ラ
ッ
プ
著
『
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
』
の
記
事
に
よ
り
、
東
京
在
住
期
間
は
二
週
間
と
さ
れ
て
来
た
が
、
デ
ン
ト
ン
が
横
浜
か
ら
神
戸

に
向
か
っ
た
船
の
出
航
時
間
を
勘
案
す
る
と
、
東
京
在
住
は
一
週
間
余
と
な
る
。

（
7
）
ホ
ワ
イ
ト
大
病
の
詳
細
は
、
一
八
九
一
年
二
月
二
一
日
付
ク
ラ
ー
ク
宛
書
簡
参
照
（「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
文
書
―
同
志
社
女
学
校
女
性

宣
教
師
を
中
心
と
し
て
―
〈
Ｍ
・
Ｆ
・
デ
ン
ト
ン
書
簡
―
訳
お
よ
び
註
―
〉（
三
）
同
志
社
女
子
大
学
英
語
英
文
学
会A

sphodel 50, （015 164-166

）

（
8
）
東
北
地
方
に
第
二
の
同
志
社
を
開
き
た
い
と
の
新
島
襄
の
悲
願
に
よ
り
、
第
二
回
目
訪
米
後
の
一
八
八
六
年
八
月
、
仙
台
に
開
設
さ
れ
た
男
子
の
た

め
の
学
校
。

（
9
）
一
八
九
一
年
一
〇
月
六
日
離
日
〜
一
一
月
二
二
日
帰
着
の
旅
程
で
あ
っ
た
の
で
、
当
時
の
横
浜
―
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
間
の
所
要
時
間
を
考
え
る
と
、

ア
メ
リ
カ
滞
在
は
国
内
の
移
動
を
含
め
て
一
週
間
も
な
い
、
こ
と
に
な
る
。

（
10
）
何
事
に
も
慎
重
か
つ
賢
明
な
マ
イ
ヤ
ー
は
、
同
志
社
女
学
校
「
校
長
」
就
任
に
あ
た
り
、
自
分
の
未
経
験
を
補
う
た
め
に
、
京
都
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

Ｊ
・
Ｄ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
Ｄ
・
Ｗ
・
ラ
ー
ネ
ッ
ド
、
Ｇ
・
Ｅ
・
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
三
人
に
よ
る
諮
問
委
員
会
（advisory com

m
ittee

）
の
結
成
を
依
頼

し
て
い
た
。

（
11
）
出
国
前
か
ら
仙
台
で
五
年
間
だ
け
働
く
積
り
で
あ
っ
た
マ
イ
ヤ
ー
と
し
て
は
、
仙
台
で
四
年
間
過
ご
し
五
年
目
を
京
都
で
の
任
務
を
終
え
た
後
は
、

自
分
が
身
を
引
け
ば
デ
ン
ト
ン
と
の
ご
た
ご
た
も
収
ま
る
と
考
え
、
京
都
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
辞
職
願
を
出
し
て
い
た
。

（
1（
）It w

as recognized too by all that it w
ould be necessary for M

iss D
enton to leave the school, though no form

al action w
as 

taken on the point. (Learned to Clark 189（.5.（7)

（
13
）It w

as w
ith very great fear &

 reluctance that the Station consented to have M
iss D

enton rem
ain w

ith M
iss M

eyer another 
year. W

hether w
e did w

isely in ultim
ately yielding, rem

ains to be seen. (A
lbrecht to Clark 189（.8.6)

（
14
）
マ
イ
ヤ
ー
の
離
日
は
一
八
九
三
年
一
一
月
一
四
日
。
彼
女
の
帰
国
後
、
同
志
社
女
学
校
は
「
日
本
人
主
導
型
キ
リ
ス
ト
教
主
義
女
学
校
」
へ
完
全
に

移
行
し
、
も
は
や
女
性
宣
教
師
「
校
長
」
の
役
割
は
な
く
な
っ
た
（『
女
性
宣
教
師
「
校
長
」
時
代
の
同
志
社
女
子
校
（
一
八
七
六
－
一
八
九
三
）』
下

巻　

二
〇
一
二　

四
〇
）

（
15
）
松
浦
政
泰
（
一
八
六
四
〜
一
九
一
九
）
同
志
社
女
学
校
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
た
め
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
日
本
人
男
性
教
師
（
後
に
教
頭
）
の
一

人
。
一
八
八
七
年
に
同
志
社
英
学
校
を
卒
業
後
、
郷
里
の
松
山
で
同
志
社
風
の
私
塾
「
海
南
英
学
舎
」
を
開
設
し
た
が
、
一
年
後
に
大
阪
の
泰
西
学
館

で
教
職
に
就
く
。
一
八
九
〇
年
、
上
京
し
て
勉
学
を
深
め
よ
う
と
志
し
、
途
中
で
同
志
社
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
、
新
島
の
死
後
、
校
長
職
に
あ
っ
た
小



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
六
五

崎
弘
道
に
懇
望
さ
れ
て
、
新
島
へ
の
恩
義
に
報
い
る
た
め
女
学
校
教
師
を
引
き
受
け
る
決
心
を
し
た
。（
宮
澤
正
典
『
同
志
社
女
学
校
史
の
研
究
』
二

〇
一
一　

六
五
－
八
二
参
照
）

（
16
）
一
八
九
五
年
頃
か
ら
同
志
社
と
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
間
で
資
金
問
題
と
教
育
問
題
を
巡
っ
て
意
見
の
対
立
が
あ
り
、
一
八
九
六
年
に
は
交
渉
決

裂
、
外
国
人
教
師
一
斉
辞
職
へ
と
向
か
う
事
件
の
こ
と
（
詳
し
く
は
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一　

一
九
七
九　

四
三
〇
－
四
七
六
参
照
）

（
17
）
英
学
校
の
方
は
、
一
年
後
に
ケ
イ
デ
ィ
が
迎
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
期
間
は
実
質
一
年
間
で
あ
っ
た
（
本
井
康
博
『
京
都
の
キ
リ
ス
ト
教
』
一
九
九

八　

三
〇
五
）

（
18
）
一
八
九
七
年
三
月
一
二
日
認
可
。
佐
伯
理
一
郎
と
デ
ン
ト
ン
両
名
で
届
け
出
て
い
る
。
出
町
講
義
所
を
拠
点
と
し
て
発
足
さ
せ
た
。
三
年
間
続
い
た

よ
う
で
、
一
八
九
八
年
を
皮
切
り
に
、
一
〇
名
、
一
一
名
、
九
名
の
卒
園
生
を
出
し
て
い
る
（『
同
志
社
幼
稚
園
百
年
の
歩
み　

一
八
九
七
－
一
九
九
七
』

一
九
九
七　

三
三
－
三
五
）

（
19
）『
同
志
社
女
学
校
期
報
』
八
号
（
一
八
九
七
年
六
月
二
四
日
）、
九
号
（
一
八
九
七
年
一
二
月
二
八
日
）
に
よ
る
と
、
デ
ン
ト
ン
は
東
京
に
行
く
前
に

鳥
取
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
目
的
は
「
鳥
取
英
和
女
学
校
に
赴
任
の
た
め
」
で
あ
り
、
松
田
幸
（
一
八
九
六
年
女
学
校
普
通
科
卒
）
を
助
手

兼
通
訳
と
し
て
同
伴
し
た
。
出
発
は
一
八
九
七
年
四
月
二
二
日
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
グ
リ
ー
ン
の
賜
暇
休
暇
（
一
八
九
七
年
五
月
七
日
〜
一
八
九
八

年
一
二
月
一
六
日
）
を
埋
め
る
た
め
に
東
京
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て
、
こ
の
時
の
鳥
取
滞
在
は
一
カ
月
弱
と
な
っ
た
。

（
（0
）
当
時
、
番
町
教
会
の
熱
心
な
信
徒
で
あ
っ
た
片
山
潜
が
始
め
た
セ
ッ
ト
ル
メ
ン
ト
・
ハ
ウ
ス
で
あ
り
、
同
志
社
女
学
校
の
卒
業
生
豊
田
谷
子
が
そ
こ

で
働
い
て
い
た
。（
豊
田
谷
子
の
消
息
欄
「
琴
具
須
鈴
館
は
貧
民
学
校
な
れ
ば
御
事
業
興
味
多
か
ら
ん
」『
期
報
』
九　

一
八
）

（
（1
）
鳥
取
に
同
伴
し
た
松
田
幸
は
、
東
京
に
戻
っ
て
か
ら
帝
国
大
学
教
授
ケ
ー
ベ
ル
氏
に
つ
い
て
ピ
ア
ノ
の
勉
強
を
し
て
い
た
。
そ
の
関
係
で
、
デ
ン
ト

ン
の
肝
い
り
で
、
一
九
九
八
年
三
月
に
、
ケ
ー
ベ
ル
教
授
を
招
い
て
募
金
の
た
め
の
慈
善
音
楽
会
が
開
か
れ
た
。

（
（（
）
福
山
裕
紀
子　

同
志
社
大
学
神
学
研
究
科
修
士
論
文
「
ア
メ
リ
カ
女
性
宣
教
師
メ
リ
ー
・
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
デ
ン
ト
ン
の
日
本
宣
教
」
三
六
－
三
九
、

五
〇
－
五
二
（
二
〇
一
一
）

（
（3
）
デ
ン
ト
ン
が
鳥
取
在
住
中
に
、
妹
の
召
天
の
知
ら
せ
が
な
か
な
か
届
か
ず
彼
女
が
不
安
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
フ
ェ
ノ
ロ
ー
サ
夫
人

は
、
東
京
か
ら
は
る
ば
る
デ
ン
ト
ン
を
訪
ね
て
慰
め
た
。
当
時
鳥
取
へ
は
一
番
近
い
駅
か
ら
で
も
山
地
を
越
え
て
三
日
が
か
り
の
難
儀
な
旅
で
あ
っ
た

（
ク
ラ
ッ
プ
著
・
同
窓
会
訳
『
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
』
五
八
）

（
（4
）M

ildred M
inturn　

ブ
リ
ン
モ
ア
卒
の
優
秀
な
女
性
で
、
前
年
日
本
で
数
カ
月
を
過
ご
し
た
折
に
デ
ン
ト
ン
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
。
初
め
て
の



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
六
六

来
日
な
の
に
、
日
本
人
の
心
を
つ
か
む
の
に
こ
れ
ほ
ど
優
れ
た
女
性
を
見
た
こ
と
が
な
い
と
絶
賛
し
て
い
る
（D

enton to Barton 1899.4.（5

）

（
（5
）
同
志
社
大
学
図
書
館
所
有
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
関
係
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
中
、「
最
後
の
」
の
意
味
で
あ
る
。

（
（6
）
デ
ン
ト
ン
が
鳥
取
を
去
っ
た
二
年
後
に
、
こ
の
小
さ
い
学
校
は
経
営
難
で
閉
鎖
さ
れ
、
女
生
徒
五
名
が
同
志
社
へ
転
校
し
て
来
た
。
そ
の
中
の
一
人

井
上
松
代
（
一
九
〇
五
年
普
通
科
卒
）
は
鳥
取
時
代
の
デ
ン
ト
ン
の
教
授
ぶ
り
、
お
よ
び
真
夜
中
近
く
に
同
志
社
女
学
校
に
着
い
た
時
の
デ
ン
ト
ン
の

歓
迎
ぶ
り
を
思
い
起
こ
し
て
感
謝
し
て
い
る
（
デ
ン
ト
ン
記
念
誌
編
纂
委
員
会
編
『
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
』
Ｄ
二
六
－
二
七
）

参
考
文
献

同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
来
日
ア
メ
リ
カ
宣
教
師
』
現
代
史
料
出
版　

一
九
九
九
年

　
　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

 　
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
』
教
文
館　

二
〇
〇
四
年

同
志
社
女
子
大
学
史
料
室
叢
書
『
女
性
宣
教
師
「
校
長
」
時
代
の
同
志
社
女
学
校
（
一
八
七
六
－
一
八
九
三
）』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
巻　

同
志
社
女
子
大
学　

二
〇
一
〇
年

　
　
　
　
　

 

〃 　
　
　
　
　
　

下
巻　

同
志
社
女
子
大
学　

二
〇
一
二
年

本
井
康
博
『
京
都
の
キ
リ
ス
ト
教
』
同
志
社
教
会　

一
九
九
八
年

宮
澤
正
典
『
同
志
社
女
学
校
史
の
研
究
』
思
文
閣
出
版　

二
〇
一
一
年

上
野
直
蔵
編
『
同
志
社
百
年
史
』
資
料
編
一　

同
志
社　

一
九
七
九
年

　
　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

通
史
編
一　

同
志
社　

一
九
七
九
年

同
志
社
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
同
志
社
五
十
年
史
』
同
志
社
校
友
会　

一
九
三
〇
年

『
同
志
社
女
子
大
学
一
二
五
年
』
編
集
委
員
会
編
『
同
志
社
女
子
大
学
一
二
五
年
』
同
志
社
女
子
大
学　

二
〇
〇
〇
年

D
oshisha Faculty R

ecords 1879-1865 

同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
・
同
志
社
社
史
資
料
室　

二
〇
〇
四
年

同
志
社
女
学
校
同
窓
会
『
同
志
社
女
学
校
期
報
』
七
〜
一
四　

同
志
社
女
学
校　

一
八
九
六
〜
一
九
〇
〇
年

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
『
同
志
社
談
叢
』
二
九　

二
〇
〇
九
年

Life and Light for W
om

an X
IX

 1889, 430
Frances B. Clapp M
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一
九
五
五
年
（
同
志
社
同
窓
会
翻
訳
委
員
会
訳
『
ミ



ミ
ス・デ
ン
ト
ン
が
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
を
同
志
社
女
学
校
と
定
め
る
ま
で
―
来
日
後
一
〇
年
余
の
紆
余
曲
折
を
経
て
―
六
七

ス
・
デ
ン
ト
ン
―
「
同
志
社
の
宝
」
と
呼
ば
れ
た
女
性
の
六
〇
年
―
』
同
志
社
女
子
大
学
・
同
志
社
同
窓
会　

二
〇
〇
七
年

中
村
貢
『
デ
ン
ト
ン
先
生
』
同
志
社
女
子
大
学　

一
九
七
五
年 

小
野
恵
美
子
『
日
米
の
懸
け
橋
』
大
阪
書
籍　

一
九
八
八
年

デ
ン
ト
ン
記
念
誌
編
纂
委
員
会
編
『
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
』
同
志
社
同
窓
会　

一
九
五
三
年

同
志
社
大
学
図
書
館
お
よ
び
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
関
係
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
中
の
、
当
該
年
度
に
含
ま
れ
る

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
のA
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